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「創造的な知性を培う」

科学教育に重点を置いた

連携教育課程の編成

第

一

章

成
」

育の間．
臥
も

す
　
ど

「

　

力
稚
昭

教
　
性

猟
期
個

掴
帽

に究研携連

るて育を性知なヽ
■カ豊面力能

るす発啓を性理愉し高面度態

すば伸を性造創

一
つ
一義を力志億し強

磁
、

日□
［
∪ト

，ロコ

ヽ

怒
題主究研携連

」、
つ

培を性知な的造創ト

胤知な的造創卜

力能るヰ
ノ封h

リ
創を観値価●識認紛なた新層

■
l、

∵
＋

別
の
え

の
考

的
か

的
見

学科ト

の
的

題
析

問
分

観
n
＿
】

l
■
■＿

n＿

＿

・
か
に
に
取
す

と
の
覚
分
じ
と

馴
篭
力

習
の
わ
　
つ
　
つ
、
能

学

も

か

よ

と

り

る



- 新 たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創り あげる子 ども -
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｢ 空気 っ て や わらか い と思 っ て い たけど､ おし返し てくるすご い パ ワ ー が ある｣

｢ き っ と ､ ボ ー ル にも空気 の性質が利用され て い るはずだ｡ ｣

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

｢ 固 い ボ
ー ル の 方が よく弾む な｣ とボ ー ル の弾み を見て い た A さ ん｡ ｢ で も､ 注射器 の ときはおす

ほ ど､ 力が出た空気だ っ たはずな の に ･ ･ ･ ｣ と表情をくもらせ た ｡ ｢ 何が引 っ かか るの ? ｣ と教師

が 問う ｡ すると ､ ｢ おせな い 固 い ボ
ー ル の 方がよく弾む の は ､ おすと パ ワ ー を出した注射器 の こ とが

あて はまらな い ｡ ｣ と疑問を具体的に説明して くれた ｡ そ して ､ ボ
ー ル の手応えを確かめ て い くうち に ､

｢ 固 い ボ
ー ル は注射器をおし こ んだときの ような力を､ もともとも っ て い る の で はな い か｣ と い う間

重 い をも っ た の で ある ｡

そこ で ､ A さん は手がかりを得るため に､ 実際に どの くら い の 空気が閉 じ込められ て い る の か ､

調 べ て み る こ と にした ｡ する と､ ボ ー ル には予想 して い た量よりはるかに多くの 空気が詰ま っ て い

る こ とが分か っ た｡ そし て ､ ｢ 固 い ボ ー ル も注射器をお し こ んだときも空気の 粒が ぎゅ うぎ ゅ うに つ

ま っ て 入 っ て い る から ､ 同じようにお し返す力が強 い んだな｣ と､ 元 々 ある内側から圧 し返す力を

とらえて ､ ボ
ー ル が弾む理由を説明した ｡

さ ら に､ ｢ 酸素ボ ンベが あれ だけ固 い 金属で で きて い る の は,

至 内側からもの すご い 力で お し返す力が働くか らなん だ｣ と ､ 他

の事象にも当て はめ て い っ た｡

学びを通して ､ 空気 の性質 に つ い て の 理解を確かなもの に し､

さ ら に それを ､ 生活の あら ゆる場面 に 利用さ れ得る ( 実際 に利

用され て い る) 性質と して とらえる こ とによ っ て ､ 空気に つ い

て の ｢ 新たな概念｣ を創りあげて い っ たの で ある ｡
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1 なぜ, ｢ 新 たな概念 ･ 認識 ･ 価値観 を創 りあげる子 ども｣ か

今､ 時代は社会 の変化に柔軟に対応 でき､ 経済､ 科学､ 技術な どの 様 々 な面で
､ 国際社会､

地域社会

に貢献して い けるような人材を求めて い る｡ そ の ため
､ 教育にお い ても､ 個人の 多彩な能力を開花させ

､

創造性､ 独創性を滴養し て い くこ と
､

ま た
､ そ の知識や能力を実社会 で 生か して い くこ とが で きる社会

性や倫理観､ 道徳心な ど､ 豊かな人間性 の はぐくみが重要な課題であるとされ て い る ｡

で は､ 実際に どの ような方法をも っ てすれ ば ､ 創造性や独創性の 滴養､ 豊か な人間性の はぐくみがな

される の であろうか｡

わたしたちは､ 子 どもが新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創りあげる学びを通し て ､ そ こ に迫ろうと考え

てきた｡

冒頭に紹介した の は ､ 生活に深く関わる内容を従来の 学習内容に付加する こ とによ っ て ､ 子どもが ､

空気 の性質 に関わる概念を生活の 中で統合された ｢ 新たな概念｣ とし て形成し て い っ た例である ｡ こ の

ような学習を積み重ね て い くこ と に より ､ 子 どもは単なる知識とし て で はなく､ 生活を支え､ 豊か に し

て い るもの とし て の概念を創りあげて い くの である｡ A さんが ､ 酸素ボ ン ベ の造りを､ 空気が圧 し返す

力の働きから説明し て い く姿は
､ 学習を通し て

､
生きて働く思考力が し っ かりと形づくられ て い る姿で

あると い える｡

こ の
､ 小学校 4 年 ｢ 自然科学科｣ 単元 ｢ 空気と水の パ ワ ー を使おう｣ で は ､ 従来の理科 の学習内容 で

ある ｢ 閉じ込められた空気を圧 すと
､

かさは小さくなるが
､ 圧 し返す力は大きくなる こ と｣ に ｢ 空気は

閉じ込める量によ っ て 圧 し返す力が調節 で きる こ と｣ を付加した｡ こ れは ､ 生活場面にお い て空気の性

質を利用し て い るボ ー ル やタイヤと い っ た道具が ､ 閉じ込める空気の量によ っ て得られる圧 し返す力 の

違 い を利用したもの だから で ある ｡

従来の 理科の学習で は ､ 外から圧 し縮める力だけを対象と して おり､ もともと内側から働 い て い る圧

し返す力を取り扱 っ て い なか っ た ｡ そ の ため ､ 子どもが ､ 生活の場面に当て はめ て 空気の性質とその利
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用の され方を理解 したり､ 学んだ こ とが生活に 生かされ て い ると い っ た有用性を感じたりするまで には

至らなか っ た の で ある ｡

学習対象に追求の価値を見出し , その 意味や構造を把握したり､ 既有 の 知識や他領域と関連付けたり

する こ と ､ それを日常生活に生 かし て い こうとする こ と で
､ 子どもは新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創り

あげる ｡ そ こ で達成感を味わ っ た子 どもは
､ また新たな学習対象に出会 っ たときに ､ 主体的､ 能動的に

学ん で い こうとする｡

こ の ような学びが ､ 子 どもの ｢ 創造的な知性を培う｣ こ と に つ ながり､ 幼 ･ 小 ･ 中12 年間の学びで求

める人間像 ｢ 個性的で豊かな人間性をも つ 子 ども｣ の 育成に つ ながる の で ある ｡

2 幼 ･ 小 ･ 申達 携研究 ｢創造的 な知性を培 う｣

校園の子 どもの実態と教師の願 い
､ 校園の教育理念､ そ して

､ 前述 した社会 の要請と い う面からも ､ ｢ 創

造性を伸ばす｣ こ とと ｢ 豊かな知性を育 て る｣ こ とが大切 であると考え､ 連携研究主題を ｢ 創造的な知

性を培う｣ と設定 し､ 幼 ･ 小 ･ 中12 年間を見通した連携教育課程研究に踏み出した ｡

子どもが新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創りあげる こ とを積み重ね て ､ 校園全体 で ｢ 創造的な知性を培う｣

に迫るために ､ ｢ 感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の段階的なは ぐくみ に着目し､ こ れまで の各校

園独自の研究 へ の取組 の成果をもとにしなが ら
､ 本格的に幼 ･ 小 ･ 申達携研究をス タ ー

トした の で ある｡

3 科学系教科を重点教科 に

幼 ･ 小 ･ 中12 年間を見通した連携教育課程研究 に お い て
､ ｢創造的な知性を培う｣ で 大切 にする｢ 感性｣｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくん で い くこ とを目的と し､ まずは
､ 系統性 の 見えやす い 科学系教

科等の 連携カリキ ュ ラ ム から着手する こ とにした｡

当校園は ､ 新潟大学 の附属校園で あると い う こ と に加え､ 近隣には ( 国立) 長岡技術科学大学､ ( 国立)

長岡工業高等専門学校な どが あり ､ 充実した科学教育を推進する の に大変恵まれた環境にある ｡

また ､ 生命倫理 に関する問題な どの さまざまな問題が顕在化し､ 科学や技術に対するわた したちの感

性が大きく問われ て い る今､ 学校教育にお い ても､ 科学リ テラ シ ー の 滴養､
こ れまで の個別の学問領域

から の ア プ ロ
ー

チ で は解決 できな い ような複雑な要因の からま っ た現代の 諸問題を解決で きる力 ､ 新た

な科学や技術を生み出す力をはぐくむ こ とが求められ て い る ｡

こ れら の こ とを勘案し ､ 科学系 の教科を重点教科と定め て
､ 全教科 ･ 領域 で研究を進める こ ととした

の で ある ｡

附属長岡校園は ､ 平成15 年度 - 17 年度 の 3 年間､ 文部科学省の 研究開発学校と して の 指定を受けて い る｡

研究開発課題 ｢ 創造的な知性と自然と の共生 の心を培う 『科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え

方』 をは ぐくむ幼稚園 ･ 小学校 ･ 中学校 の1 2 年間を見通した教育課程 の研究開発｣ に 向けて
､ 現行 の指

導要領によらな い 特例措置を受け､ 先進的 で提案性の ある幼 ･ 小 ･ 申達携 の姿を示そうと ｢ 自然科学科｣

｢科学/ 技術科｣ 等 の新設教科 の設定 ､ 算数科 ･ 数学科 ･ 理科の 時数増を行 い , 教育課程 の 開発に取り組

ん で い る ｡

なお ､ . r 科学的な感性｣ を校園で は以下 の ようにとらえて い る ｡

｢ 科学的な感性｣

外界の ひ と ･ もの ･ こ と か ら構成さ れる学習対象と自分と の か か わりを感覚と知覚によ っ て把

握し
､

その か か わりの中に科学的に探究する価値を見出し
,

追求して い こうとする能力
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1 科 学教育 に 重点 を置 い た連携教 育課糧編成 に 向けての 第1 年次 の 取組

(1) 研 究組織 の編成と運営及び評価

幼 ･ 小 ･ 中の職員 の合同研究組織作りとそ の運営を行 い ながら ､ 研究組織 ､ 運営の方策 の見直しも

図 っ てきた ｡

研修 グル ー

プが互 い に研究の推進状況を伝え合 っ たり､ ｢ 科学的な感性､
一 科学的も の の見方 ･ 考え方｣

を研修 グル ー

プ同士 で どう関連をも っ て ほ ぐくん で い けるかな どを話し合 っ たりする必要から ､. 研究

主任 ､ 各教科 の教科主任､ 評価部の代表で組織する科学教育推進委員会を発足させ た｡ また ､ 幼稚園

から小学校 へ の 滑らか な接続を意図した教育課程をこ? い て 考える幼 ･ 小接続期部会を発足させ た d.

評価 グル ー

プ に つ い て は当初､ 3 つ の 教科連携 グル ー

プと同等の 位置付けで あ っ た ｡ しか し､ 実践

を行 っ て い る立場か ら評価 に つ い て 意見をもらう こ とが重要である と考え ､ 教科 の 代表者も評価 グ

ル ー

プの
一 員と し､ 評価グ ル ヤ プの 位置づけ､を上 に した ｡

.
こ の こ と によ っ て 評価と い う∵視点を大事に

しながら研究を進め て い けるよう に な っ た ｡

(2) 新設教科の新設の趣旨 ･ 基本方針 ･ 目標の設定及び時数増教科の時数増の趣旨 ･ 基本方針丁目標の設定とその見直し

科学教育に関わ る教科等の 新設の 趣旨､ 基本方針､ 目標の 設定及び時数増教科 に おける時数増の趣

旨､ 基本方針､ 目標を設定した｡ そして ､ 幼 ･ 小 ･ 中の 連携と い う視点から見直しを図 っ た ｡

(3) 各教科で は ぐくむ ｢ 科学的な感性､ 科学的な もの の 見方 ･ 考え方｣ の とらえの二設定 -
'

幼 ･ 小 ･ 中で 共通理解 を囲 っ た ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の とらえを基に ､

各教科 で はぐくみ を目指す ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の の見方 ･ 考え方｣ を､ 幼 ･ 小 ･ 中の 発達の

段階性を踏まえなが ら設定した｡

(4) ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を単元毎 に み とる方法の 開発

｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 評価方法とし て
､

ポ ー

ト フ ォ リオ等を活用 して

子 どもの記述 から評価す る方法､ 教師の観察 に よ る評価 の方法とし て パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トな どの 開

発に取り組んだ｡

( 5) 幼 ･ 小 ･ 中の1 2 年間を見通した連携教科カリキ ュ ラム の 作成と実践

3 つ の連携教科における活動 ･ 単元関連表を作成し ､ 見直しを図 っ てきた｡ ま
`
た､ 劫 ･ 小 ･ 中 の滑

らかな接続を図る には どうしたらよ い かを検討し､ 連携 の在り方に改善を加えた｡

連携教科毎に12 年間で構築を目指す概念 ･ 認識 ･ 価値観を明示し､ 連携カ リキ ュ ラ ム作成に取り組

み ､ 実践を行 っ てきた｡

科学系以外の教科 に つ い ても ､ ｢ 感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ をはぐくむと い う視点から､

従来の教科指導を見直し ､ 教科 カ リキ ュ ラ ム の再編 に取り組 ん だ｡

(6) . 連携教育課程 の評価

幼 ･ 小 ･ 中共適意識調査を作成､ 実施 した ｡ 他校 にも意識調査を依頼した｡ 校園内 で の調査時期 に

よる比較.･ 分析と ､ 他校 の デ ー タと の 比較 ･ 分析から ､ 連携教育課程 の評価を行 っ た｡ /ト学校 ･ 中学

校 で C R T を実施し ､ 学習指導要領 に示さ れた内容の確実な習得がみ られるか どうか に つ い て も評価

してきた｡

また ､ 各教科 の 単元で ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を どうみと っ て い くか ､ そ

の 評価方法 の 開発に重点的に取り組んだ ｡

2･ 科学教育 に 重点を置 い た連携教育課程 編成 に 向けて の 第 2 年次 の研 究計 画

第 2 年次は､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を段階的 に はぐく･みながら創造的な知

性を培う連携教科 カ リキ ュ ラ ム の 有効性を実証 して い く｡ したが っ て ､ 連携教科 カ リキ ュ ラ ム の評価を
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し て い くこ とが中心課題となる ｡ そし て研究組織 のあり方に つ い て の提案､ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的な

もの の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくむ教師の働きかけ (教材 ､ 指導方法､ 学習過程な ど) の 提案､ 評価 (教

育課程評価 ･ 教科 カ リキ ュ ラ ム評価 ･ 単元内評価) 方法 の提案な どを行 っ て い く｡

(1) 研究仮説

① 現行の 幼稚園教育要領 の 5 領域を科学 の視点で捉え直し､ 遊び の 中で 知的好奇心 ･ 探究心をは

ぐくむ内容領域 ｢ かがく｣ を設定するとともに
､ 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ ( 幼稚園年長児 1 1 月 か

ら小学校 1 学年 7 月ま で) を設定した｡ 幼 ･ 小の 円滑な科学教育の接続を図 っ た連携 カ リキ ュ ラ

ム を実施し､ 評価 ､ 見直しを行う｡

② 科学的な概念を生活と の 関係にお い て学ぶ小学校 ｢ 自然科学科｣ を新設し､ そ の 学びを時数増

を行う中学校理科と科学や技術と人と の かか わりを実践的 ･ 体廠的に学ぶ 新設 の中学校 ｢ 科学/

技術科｣ へ と つ なげる｡ こ れか らの 科学や技術の あり方を追究する連携 カ リ キ ュ ラ ム を実施し､

評価 ､ 見直しを行う｡

③ 数学的な概念 ･ 原理 ･ 法則 の扱 い の
一

貫性を図る こ とと
､ 実物実験 ･ 思考実験 による数学的な

感性の 感得を目指した小学校算数科と中学校数学科 の 連携カ リキ ュ ラ ム を実施し､ 評価､ 見直し

を行う ｡ それ に伴 い
､ 算数科 ･ 数学科とも時数増を行う ｡

④ 各教科 で培 っ た資質 ･ 能力を総合化する学習場面と して の小学校 ｢ 科学探究科｣ と中学校 ｢ サ

イ エ ン ス コ ー ス｣ で
､ 各教科 で の学びを科学と い う視点から深化 ､ 発展させ て い く｡ また ､ その

評価 ､ 見直しを行う ｡

こ れら の 取組 に より､ 科学に興味 ･ 関心をもち ､ ｢ 科学的な感性｣ を働かせ て
､ ｢ 科学的なもの の

見方 ･ 考え方｣ を広め ､ 深めなが ら､ 探究し て い くとともに
､ 自分 で考え､ 的確 に判断し､ 行動 ･

実践する こ と の で きる子 どもを育 て る こ とが できる の で はな い か｡

(2) 第 2 年次の研究課題

①･ 連携カリキ ュ ラ ム の 評価

3 つ の 教科連携 にお い て 目指す概念 ･ 認識を ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣

を段階的にはぐくみながら構築で きるように作成し､ 実践し てきた教科連携カ リキ ュ ラ ム の 有効

性を検証し て い く｡ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ を幼稚園､ 幼 ･

小接続期 ､ 小学校 ､ 中学校 の 各段階毎にみとり､
こ の 2 つ を観点に教科連携 カ リキ ュ ラ ム を評価

して い く｡ みとるため の評価方法の 開発も引き続き行 っ て い く｡

(参 研究組織 の 評価

研究を推進しながら研究組織 の 評価 を行 い
､ 学校全体で 科学教育を推進し て い くため の研究組

織 の 在り方 ､ 幼 ･ 小 ･ 中 の連携を確かなもの に して い くため の 研究組織の 在り方 の成果と課題を

整理 し て い く｡

(勤 評価 の観点の 検討

評価の 観点とし て当校園が新たに設けた ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を観

点に取り入れる こ と の有効性を実証 して い く｡ ま た ､ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 3 つ の観点の かかわりに つ い て検討 し明らか にして い く｡

④ 共通意識調査及び標準学力調査 に よる教育課程の 評価の 継続

引き続き共通意識調査を実施し ,
こ れまで の デ

ー

タと比較し て
､ 科学 に重点を置 い た連携教育

課程 の 有効性 を示して い く｡ 他校 の デ
ー

タ も継続し て とり､ 比較 ･ 検討 して ､ 教育課程の 評価を

-
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行う ｡ 第2 年次の 取組を行う こ と で どん な効果が期待 できる の か を事前 に定め て
､ 定期的 に把握

し ､ 期待 した効果と の 重 なりやずれから ､ 成果と課題 の それぞれ を明確 に し て い く｡ ま た
､ 科学

教育に重点を置 い た教育課程 の実施が ､ 現行 の学習指導要領の 内容の 定着 に及ぼす効果を標準学

力検査 で測定する ｡

⑤ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ をは ぐくむため の 教師の 働きかけの 整理

こ れま で の 実践の 中か ら､ 子 どもたちが ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働

かせ て学ぶ こ とが で きるような教材開発 ､ 教材 の提示方法､ 話 し合 い 場面の 設定､
生徒同士 の協

働 ､ 生徒 の 自己評価用紙の 工夫な どの教師の働きかけが見えて きて い る ｡ それ らを整理 し､ 教師

の働きかけと して提案して い く｡

(む 科学系教科とそれ以外の 教科との 関連の 明確化

科学系 の教科 で はぐくむ ｢ 感性｣ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ が ､ それ以

外の教科 で はぐくむ｢ 感性｣ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ と どの よう に影響を及ぼしあう の かを､

授業研究等 で 見られる子どもの 姿や共通意識調査等を分析する こ と で より明確 に して い く｡

研究課題を構造的に整理する と､ 次の ように なる ｡

成果と課題
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3 第 2 年次研 究の 実際と評価

(り 連携教育課程 の全体像

(力 幼稚園､ 幼 ･ 小接続期､ 小学校 ､ 中学校にお ける教育課程編成 の基本方針

創造的な知性を培う ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方｣ をはぐくむ教育課程 の 編成

を以下 の基本方針に従 っ て作成する ｡ なお , 本研究は平成15 年度から平成17 年度まで文部科学省の

研究開発校に指定され ､ 現行 の 指導要領の 枠にと らわれずに教育課程を編成する こ とが可能と な っ

て い る｡

ア 幼稚園

幼児 の ｢ 科学的な感性､ 科学的なも の の見方 ･ 考え方｣ の め ばえを ､
より適切にとらえられるよう ､

幼稚園教育要領 5 領域 に示され て い る50 の 内容を科学教育 の連携と い う視点 で再構成 し､ 内容領

域 ｢ かがく｣ ｢ 表現｣ ｢ かかわり｣ ｢ せ い か つ｣ を設ける ｡

内容領域 ｢ かがく｣ にお い て は ､ 幼稚園教育要領 5 領域 の 内容の中で
､ 幼児が自然の事物 ･ 現

象 ､ 数量 ･L 図形 にかかわる中で ､ それ らの 面白さや性質
･ 仕組みな どに目を向け､ 感覚を豊かに

したり ､ 主体的にかかわろうと したりする心情 ･ 意欲 ･ 態度面をはぐくむ内容を中心にまとめた ｡

後に述 べ る内容領域 ｢ 表現｣ ､ 内容領域 ｢ かか わり｣ ､ 内容領域 ｢ せ い か つ｣ と相互 に 関連させ
､

総合的に指導 して い くこ とを大切にする ｡

イ 幼 ･ 小接続期

子どもは環境と主体的にかかわ っ て 遊ぷ 中で
､ そ の子なりの 理解をし て

､ 自ら の世界を広げて

い く存在 で ある｡ しか し､ 現状は幼稚 園で 幼児 の 生活や 発達､ 興味 ･ 関心を大切 に し､ ｢ 遊び｣

を中心と して 総合的にねら い を身に付けて い く指導が行われ て い る
一 方､ 小学校 で教科内容や時

数を規定して 教科等 を中心と した指導が行われるな ど､ 校種間の違 い による段差があり､ 子 ども

本来の学ぶ 姿を必ずしも 一

貫した指導 のもと で具現 できて い な い 現状にある ｡

そ こ で ､ 幼稚園と小学校間の 円滑な移行を図る ため ､ 幼児期から小学校ま で の 間に
, 中間ス テ ッ

プと して の 幼 ･ 小接続期を設定す る ｡ 子 どもたちが遊び の 中で 総合的に学ん で い ける カ リ キ ュ ラ

ム の 編成と保育 ･ 授業の 改善を行う｡ さら に ､ 物事 に積極的 に かかわ っ たり､ 探究したりする態

度､ 仲間と学び合う態度を 一 貫し て はぐくむようにする ｡ 連携教育課程の 編成 に当た っ て は
､ 科

学教育に重点を置き､ 内容領域 ｢ かがく｣ を中心に取り組む こ ととする ｡

り 小学校

教科と して は､ 従来 の 理科の学習内容 に ｢ 暮ら しと人の 知恵｣･ と い う視点を加える こ と で学習

内容を膨らませ ､ ｢ 自然科学科｣ を新設する ｡ 算数科 で は ､ 概念と概念と を結び ､ 再体系化をは

か る こ とに重点を置き ､ 時数増を図る ｡ また ､ 総合的な学習の 一 環とし て ､ 各教科等 の学習内容

との 関連を図りなが ら ､ 科学的な根拠や規則性 をもと に して 総合的な思考力を働かせ る学習場面

とし て ｢ 科学探究科｣ を新設し ､ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ をは ぐくむ教

科の中心 に据える ｡ 時数に つ い て は
､ 理科の 時数全 て と

､ 国語科 ･ 生活科 ･ 社会科 ･ 家庭科 ･ ｢ 総

合｣ の 時数の 一 部､ 更に総授業数の増加分で
､ ｢ 自然科学科｣ ｢ 科学探究科｣ の新設と算数の 時数

増を行う｡

工 中学校

教科と して は
､

こ れから の 科学や技術と人間社会と の かかわりに つ い て 理解を深め ､ 人間とし

て の 自分 の在り方を問う教科と して ｢ 科学/ 技術科｣ を新設する ｡ ｢ 科学/ 技術科｣ は学習内容と

して ｢ 生命科学と人間｣
.
｢ 地球環境と生活｣ ｢ 技術革新と社会｣ を扱う ｡ 数学科にお い て は､ 領域

間の再体系化をはかる新たな内容を取り入れるため に時数増を行う ｡ 理科に お い て は中学校 1 年

生から の 物質概念の構築を目指し､ 実験実習 の充実の ため の 時数増を行う ｡ ま た
､ 科学 に かかわ

る教科 ( 数学科 ､ 理科､ 技術 ･ 家庭科 ､ ｢ 科学/ 技術科｣) で はぐくんだ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的
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なもの の 見方 ･ 考え方｣ ､ 知識 ･ 技能を総合的に 生 かしながら学習する場面とし て ｢ サイ エ ン ス

コ ー

ス｣ を新設する ｡ ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ 以外に も ｢ ア ー ト コ ー

ス｣ ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン コ ー

ス｣ を設け､ 選択L
.
こ基づく コ ー ス学習とする ｡ 時数に つ い て は総合的な学習の 時間及び選択教科

の 時数を数学科およ び理科 の 時数増､ ｢ 科学/ 技術科｣ と ｢ コ ー ス 学習｣ の 新設に充て る｡

② 科学教育 に 関わる教科等 の趣旨､ 基本方針､ 目標の 設定

保護者や子 どもたち へ の学習満足度調査や N R T ､ C R T 検査を実施し ､ 子 どもたちの 科学に関わ

る多くの情報を得る こ とが できた｡ 科学に関わる教科は ､ こ れら の 情報と現行 の学習指導要領 の 問

題点から ､ 新た な教科の 理念を作り ､ 教科の趣旨, 基本方針等を立 て て きた｡ 以下 は新設教科 ､ 新

設領域 ､ 時数増教科の ねら い の要約 で ある ｡

ア 幼稚園 ･ 内容領域 ｢ か がく｣

幼稚園教育要領の 内容の 中から科学に関わるもの をまとめ
､ 内容領域 ｢ かがく｣ とする こ とは

先に述 べ た ｡ 内容領域 ｢ かがく｣ で は ､ 身の 回りにある自然の 事物 ･ 現象を見たり､ それ に触れ

たりする こ と の 面白さ に目を向ける こ とと ､ 数量や図形に触れる楽しさを感じる こ とをねらう｡

イ･ 幼 ･ 小接続期 ｢ か がく｣

幼稚園と小学校の 中間 ス テ ッ プとし て ､ 幼 ･ 小接続期を設けた こ と は先に述 べ た｡

子 どもたちが周りの 事物 に対し て積極的にかかわり､ そ こ で 気付 い た こ とを探求し て い く態度

を 一 貫 して はぐくむために ､ 幼稚園 の現保育内容 ｢ 環境｣ ､ 小学校 の教科 ｢ 自然科学科｣ ｢ 算数｣

にお い て共通した教育課程を編成する こ とか ら ス タ ー トする こ と にした ｡
こ の共通教育課程を

｢ 幼 ･ 小接続期 『かがく』｣ と呼ぶ ｡

幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ は
､ 幼稚園年長児1 1 月から小学校 1 年生 7 月ま で とする ｡ こ の期間 に ､

幼 ･ 小 ･ 中1 2 年間の 科学教育 の連携を踏まえ ､ 幼稚園新内容領域 ｢ かがく｣ を継承する とともに ､

科学 に 関する内容 ( 自然事象､ 数量 ･ 図形) を総合的 に扱 い
､ 小学校 1 年生 9 月以降の ｢ 自然科

学科｣ と ｢ 算数科｣ の 2 教科に緩やか に分化し て い くようにする ｡

そし て ､ 接続期 ｢ かがく｣ にお い て は
､ 身の 回りの 自然事象や数量 ･ 図形に主体的に働きかけ

るとともに ､ 数や図形 ､ 量の大きさに つ い て の 感覚を豊か に し
､ それ らの 性質や仕組み ､ 規則性 ･

法則性に気付き､ 遊びや生活に生かそうとする子 どもを求め て い く｡

り 小学校 ｢ 自然科学科｣

｢ 自然科学科｣ で は
､ 自然との 共生を図る こ とと ､ 自ら科学的な概念を形成する こ とを目指す｡

科学的な概念を知識と して獲得す る だけで はなく ､ 自分の 生活と関係付けながら学ん で い く｡ そ

の ため に
､ 現行指導要領の 3 つ の 区分に加え､

D 区分とし て ｢ 暮ら しと人 の 知恵｣ を加え､ 社会

科や家庭科 の 中で扱われ て きた暮ら しの 中の 工夫な どの 人 の知恵も扱 い
､ 現行の A B C 区分の 内

容に自分 の 生活と の つ ながりを意識した内容を付加し て い く｡

エ 小学校 算数科

算数科 で は ､ 事象を数理 的に とらえ､ 数理 の世界を再体系化する力の 育成を目指し､ ｢ つ くろう｣

｢ あそぼう｣ ｢ しら べ よう｣ の 3 活動区分を設け る ｡ ｢ つ くろう｣ で は
､ 新たな数理的な価値や方

法を見出し､ そ れらを用 い て 数理 の 世界の再体系化を図る こ と を目指す ｡ ｢ あそ ぼう｣ で は
､ 遊

びを通し て ､ 数量 ･ 図形 に つ い て の 感覚を豊か に し ､ 新たな価値や概念 の獲得 の素地を養う こ と

を目指す ｡ ｢ しら べ よう｣ で は
､ 数理的な価値や方法を生 か して 社会 ･ 文化 ･ 自然事象 に つ い て

調 べ たり､ 数量 ･ 図形にかかわる歴史や文化を調 べ たりする活動を通し て ､ 数理的な意味理解を

深める こ とを目指す ｡

オ 小学校 ｢ 科学探究科｣

｢ 科学探究科｣ は
､ 子 どもたちの 身の 回りに存在する 人 々 のくら し に かかわる社会的事象 ･ 文
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化的事象に学習対象を求める｡ 事象を歴史的に調 べ たりして ､ 事象の も つ 社会的価値や歴史的価

値､ 文化的価値な どを明らかにする ｡ さらに ､ 事象に内在する科学的な根拠を明らか にし､ 複数

の 価値か ら事象 の 自分にと っ て の価値をとらえ直し､ 事象と の かかわり方や自分の 在り方を総合

的に考え､ 自己決定し て い く姿を目指す｡

力 中学校 数学科

科学を探究するため の基礎的な方法や考え方を身に付けると い う点から ､ 現行の ( 数と式) (図

形) ( 数量関係) の 3 領域を見直 し､ ｢ 体系的に理解を深める｣ 連携 カ リキ ュ ラ ムを編成する｡ ま

た ､ (数学探究) を各領域 の 内容に設け､ 事象を数理 的に考察する数理化の 活動を意図的に設定

し､ 数学的な見方 ･ 考え方 の よさ ､ 数学的な パ タ ー ン の 美しさ を感得する こ とが できるようにす

る｡ 具体的には ､ 現代数学 に おける題材等 ( グ ラ フ理論 ･ フ ラ クタ ル図形) を取り扱う｡ 思考実

験や コ ン ピ ュ
ー

タによる現象 の解析を通して ､ 多面的なもの の 見方や論理的な思考力をはぐくむ｡

キ 中学校 理科

理科で は小学校 ｢ 自然科学科｣ と の 連携を図りながら ､ 科学的な探究を通して 自然の 事物 ･ 現

象 の本質をとらえようとする学びを大切 にして い く｡ そ の ため に現行指導要領における ｢ 第 1 分

野｣ ｢ 第 2 分野｣ の 2 つ の 分野区分から ､ ｢ A 生物とそ の 環境｣ ｢ B 物質と原子 ･ 分子｣ ｢ C

運動と エ ネル ギ
ー

｣ ｢ D 地球と宇宙｣ の 4 区分に改め ､ 内容の 付加､ 拡充 ､ 移行を行う ｡ また､

中学校 3 年間を通し て原子 ･ 分子な どの粒子を基本とする物質に対する概念形成を図り､ 自然の

事物 ･ 現象を分析的にとらえる こ とを目指す｡

ク 中学校 ｢科学/ 技術科｣

｢ 科学/ 技術科｣ で は ､ 2 1 世紀に求められる人間社会 の在り方を求め ､ その 持続的発展の 基盤と

なる ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくむ ｡ 自然環境や生命倫理 な どの 様 々

な問題に対応 できる総合的､ 学際的な方法と知の構築を目指し､｢ 生命科学｣ ｢ 地球環境｣ 及び ｢ 技

術革新｣ を学び の対象と して ､
こ れらと私たち人間と の 関係に つ い て 臨床的､ 関係論的 に迫 っ て

い く｡

ケ 中学校 ｢ サイ エ ン ス コ
ー ス｣

｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ は ､ 単 一 教科 の枠を超え､ 各教科等 で 得た知識 ･ 技能､ ｢ 感性､ 科学的な

もの の見方 ･ 考え方｣ を総合化 しながら課題を追究する力をは ぐくみ ､ 自分の 生き方に つ ながる

学びを目指す選択制 の コ ー ス学習 のうち の 1 コ ー ス で ある ｡

社会 ･ 文化 ･ 自然における諸問題を学習課題と して
､ 主に数学科 ､ 理科 ､ ｢ 科学/技術科｣ ､ 技術 ･

家庭科 で得られた知識 ･ 技能､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を深化､ 総合化し,

創造性を発揮しなが ら実証的に追究 して い く｡

ニ

il印-



(参 連携教育課程の全体図
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(彰 平成1 7 年度時数配当表

ア 小学校

｢ 自然科学科｣ の 指導内容は､ 従来 の 理科の 指導内容を土台とし て ､ 理科 ･ 科学 の概念 ･ 認識 .

と歴史や文化 ､ 倫理 な どに つ い て の 価値観を含み込ん だもの に な っ て い る ｡ そ
-

こ で
､ ｢ 自然科学

科｣ の 授業時数は
､ 理科か ら3 50 時間､ 生活科か ら60 時間､ 国語科か ら40 時間､ 社会科か ら1 5 時間､

家庭科か ら10 時間､ 総合的な学習 の 時間から9 5 時間を取り入れ
､

57 0 時間で構成して い る ｡

算数科の 指導内容は
､ 数理 の世界 の再体系化を図る こ と

､ 数量 ･ 図形 に つ い て の 感覚を豊かに

する こ とを大切 に し､ 社会 ･ 文化 ･ 自然事象に つ い て 数理的に調 べ たり､ 数量 ･ 図形 に関わる歴

史､ 文化を調 べ たりする こ とを含み込ん で い る ｡ そ こ で
､ 算数科は

､
4 5 時間の 時数増を行う｡ こ

れ は､ 総合的な学習 の時間から45 時間を取り入れ て い る ｡

｢ 科学探究科｣ は ｢ 自然科学科｣ や時数増を図 っ た算数科の 指導内容を超え て ､ 知の 総合化を

図る新たな指導内容を設定し て い る ｡ ｢ 科学探究科｣ の授業時数は､ 1 4 0 時間 である ｡ こ の時間は ､

現段階 で は
､ 総授業時数増 に よ っ て対応 して い る ｡
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イ 中学校

※ は現行指導要領か ら時数 の増減 の ある教科等 ､ ㈱ は新設教科等を示す ｡

(彰 研究組織図
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長岡技術科学大学

長岡工業高等専門学校

科学に関わる研究機関

県 ･ 市 ･ その他



(2) 連携教科カ リキ ュ ラム の 実際

(D 科学教育にお ける幼 ･
-
小 ･ 中での 連携

科学に焦点を当て た幼 ･ 小 ･ 中の 連携を教科同士 で どの よう に図 っ て い くか検討し てきた ｡ 幼稚

園で の 内容領域｢ かがく｣ ｢ 表現｣ ｢ かかわり｣ ｢ せ い か つ｣ の中の ｢ かがく｣ で の 学びを ベ ー ス にし て ､

小学校 ･ 中学校 で の科学教育 へ と発展させ て い く｡ 幼稚園､ 小学校､ 中学校の 科学教科等 の連携と

し て 以下 の ア
､ イ ､ ウ ､

エ の 4 つ を構想したb

ア 幼稚園 ｢ か がく｣ ､ 幼 ･ 小接続期 ｢ か がく｣ に お ける連携カリキ ュ ラム

連携 の意義

幼児期 の子 どもたちは身の 回りの 環境と主体的にかかわ っ て 遊ぶ中で
､ 物事を理解し､ 自ら

の世界を広げて い く力をも っ て い る ｡ /ト学校 にお い て も､ 自分の 興味 ･ 関心 のある こ とを最後

まで追求するよさを生 かすこ とが
､ 子どもの 主体的な学び に つ ながる ｡ そ の ために､ 幼児期 の

遊び の中の学びを､ 小学校 で の学び になめらか に つ なげて い けるカリ キ ュ ラ ムを編成しようと

｢ 幼 ･ 小接続期｣ を設けた ｡

科学系教科等 の連携 カ リキ ュ ラ ム にお い て ､ 幼稚園内容領域｢ かがく｣ と幼 ･ 小接続期｢ かがく｣

を設定した ｡ 幼稚園にお い て は自然事象の 中に数量 ･ 図形を見 つ け､ 接続期にお い て は自然事

象の 中 の数量 ･ 図形を使う こ と に よ っ て 自然事象と の かかわりを深めるよう にする ｡ 概念 の芽

生えを培うとともに 数量感覚を豊か にする こ と を目指し､ 自然科学科と算数科に つ なが っ て い

くため の基礎を養う ｡

2 年次 の 取組

(ア) 連携教科 カ リキ ュ ラ ム の 評価

(イ) 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ における評価基準 ( ル ー

ブリ ッ ク) の 設定

(ウ) ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせる ため の 教師の 働きか けの整理

拝) ｢ 協同的な学び｣ の姿と
､ 姿を生 む働きかけ

(ア) に つ い て

○ 年間活動計画の作成と実施 ｡ 実施しながら補正 して い く｡

○ 連携 の 柱を絞 っ て ､ 成果を述 べ て い く｡ 連携 の柱 は､ ｢ 生命の連続｣ 概念と ｢ 物質の 成り

立ちと エ ネル ギ ー の保存｣ 概念 ､ 及び ､ ｢ 数｣ 概念と ｢ 量｣ 概念とする ｡

※ 自然科学科における連携の柱 に位置 づ い て い るかを確認した ｡ 算数科の 学習内容再編とか

かわ っ て ､ 内容を整理 した ｡

(イ) に つ い て

○ 評価規準 の作成と評価の実施 ( 実施しながら補正 して い く) ｡

-
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評価基準 ( ル ー ブリ ッ ク) の 設定は困難だと考え る ｡ 5 観点で 評価規準を設定し て評価し､

保護者 に知らせ る｡

○ パ フ ォ
ー マ ン ス テ ス ト の 開発

教師が見取り の視点とし て設定 した課題に対する
､ 子どもが遊びの 中で見せる姿で評価す

る ｡ 活動前後の 描画を通し て学びをさぐる ｡

※ ル ー ブリ ッ ク を作成する こ と で
､ 子どもが どう い う姿 に なる こ とがね ら い に迫 っ て い ると

い える の か
､ 教師 の具体的な視点が明確 に な っ て きた ｡ 特に ､ 見え にく い ｢ 科学的な感性｣

に つ い て 作成した こ とは成果と い える ｡ こ の ル ー ブリ ッ クをもと に､ 教師が子どもをみとり ､

授業を改善し て い くため の手だ て と して活用して い くこ とが できる ｡ 課題とし て
､
ル ー ブリ ッ

ク に基づ い て評価したプ ロ フ ィ ー ル を どう生か して い くか
､ また

､
3 段階か 5 段階かを検討

して い く必要がある ｡

(ウX L)に つ い て

小学校 1 年生 の実践

6 月単元 ｢ 1 0 2 ぎねすき ろくにち ょ うせん - あわせ て い く つ ?
- ｣

7 月単元 ｢ くさ ばな で そめよう - すて きな い ろ やかたち - ｣ か ら

※ (ウ) に つ い て
､ 交流活動 の組織 ､ 教材提示 ､ 活動選択 の場の 設定がある ｡ (⇒に つ い て

､ 個 々

の 子どもの発見や考えを受け止め
､

全体 に広げる支援 ､ かか わりの 意図的な促しがある こ と

が見えて きて い る｡

イ 幼稚園 ｢ か がく｣ ､ 幼 ･ 小接続期 ｢ か がく｣ ､ 小学校 ｢ 自然科学科｣ ､ 中学校理科 ･｢ 科学/ 技術科｣

に お ける連携カリキ ュ ラ ム

連携の 意義

従来の 小学校理科 ､ 中学校理科に おける指導は ､ 単元をそれぞれ学習し､ そ の結果とし て概

念をそ れぞれ の 単元 ご と に形成し て い くも の で ある ｡ また､ ｢ 日常生活と の かかわり｣ に つ い

て はそれぞれ の概念を獲得し て い く中で 関連させ て 扱 っ て きた ｡

連携を行う こ と に よ っ て
､

4 つ の 中心概念 ･ 認識を設定し､ 概念の 形成､ 認識の 深まりを目

的と して 内容を付加しながら単元を組織 した ｡ こ れ によ っ て ､ 系統的な学習が可能になるだけ

でなく､ 単元にお ける学習内容が どの ような概念の 形成に結び つ くか明確になる｡ また ､ 概念

を形成する上 で出発点となる幼稚園期 の 役割がは っ きりとする ｡

さ ら に
､ ｢ 日常生活と の 関わり｣ を ｢ 人

･ 生活と科学や技術と の 関わり｣ ととらえ直し ､ 日

常生活と関連を指導内容と して扱 っ て い く｡

以上 の ように こ の 連携 で は
､ 課題 を明確 に して

､ 証拠に基づく結論を導き出す能力 で ある科

学的リ テ ラ シ
ー

を つ く っ て い く｡

< 従来 カリキ ュ ラム >

A 区分 ( 1 分野)

B 区分 ( 2 分野)
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< 連携カリキ ュ ラム >

幼稚園 ｢ かがく｣ 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ 小学校 ｢自然科学科｣ 中学校理科 ･ ｢科学/ 技術科｣

盤爵将 凄鏡蜜㌫
m

i3 弘竜冨萄曜意

聴覚母感哲立寄 愈 エ ネ施率
-

萄穣静重器顎 転篭貰母聴蔑

確聞 鍵 望濁 萄広野恕書芸詔鮎竜驚愈 裾念

泉 帝 整議藍羽撃轡緯嬬藍噂酔顔鞄恕重器顎転篭冨萄認添

2 年次の 取組

(ア) 連携教科 カ リキ ュ ラ ム に つ い て
､

4 つ の概念 ･ 認識 の柱の段階性を再検討する ｡

(イ) 4 つ の柱 ご と に内容関連表 に示した活動 ･ 単元における内容の整合性を図る ｡

(ウ) 評価基準の作成と個人 プ ロ フ ィ ー ル の 活用法 の 開発に取り組む｡

(⇒ 各教科で パ フォ
ー

マ ン ス テス トを含むオ ー セ ン テ ィ ッ ク ･ ア セ ス メ ントの 手法の 開発に取り組む｡

(オ) 子 どもの ｢ 1 2 間を見通した年間指導計画の作成｣ に取り組 む｡

(ア)に つ い て

l ■

幼稚園 ｢ かがく｣ ; 接続期 ｢ かがく｣ 小学校 ｢ 自然科学科｣ : 中学校理科 ･ ｢ 科学/ 技術科｣
■ ■

親しみ ･ 楽しみ = = = =ニコ 概念の 芽生え = = = =エコ
概念の 形成

認識 の 深まり ･ 価値観の 変容

概念 の形成に至る過程は ､ 幼稚園 ｢ かがく｣ の 活動における ｢ 親しみ ･ 楽しみ｣ から出発し ､

接続期 ･ 小学校低学年自然科学科 で は ｢概念の 芽生え｣ ､ そ し て
､ 小学校中 ･ 高学年自然科学科 ･

中学校理科 ･ ｢ 科学/ 技術科｣ にお い て は ｢ 概念の 形成｣ や ｢ 認識の 深まり ･ 価値観 の変容｣ へ

と進ん で い く｡ こ れは ､ 各校園期とは､ ずれ を生 じる ｡ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なも の の 見方 ･

考え方｣ は､ ｢ 概念を形成｣ や ｢ 認識の 深まり ･ 価値観 の変容｣ ま で の 過程 でそれぞれ働 い て い く ｡

(イ) に つ い て

4 つ の柱ご とに内容関連表に示 した活動 ･ 単元における内容の 整合性を図 っ た｡ (別表 1 - 4 )

(ウ) に つ い て

重点単元に つ い て ル ー ブリ ッ ク
､ 対象児童 ･ 生徒の 個人プ ロ フ ィ ー ルを作成した｡ プ ロ フ ィ

ー

ル は､ 4 つ の概念 ･ 認識 の それぞれ の 形成 ･ 深まりの 中で は学びの 履歴 とし て活用する こ とが

できる ｡

ル ー

ブリ ッ ク の 4 ･ 2 段階における ｢ やや｣ ･ ｢ あまり｣ と い う基準表記に難 しさがあ っ た｡

表記は 5 ･ 3 ･ 1 段階と し､ 4 ･ 2 はそ の 間とする こ とも考えられ る ｡ ま た
､

ル ー ブリ ッ ク の

設定を複数の教師で 行う こ とや作成した プ ロ フ ィ ー ル の単元評価 に - の 生 かし方 (対象児童 ･

生徒の 数) を検討する｡

(⇒に つ い て

各教科 で
､ 重点単元を中心に パ フ ォ

ー

マ ン ス テ ス ト等を開発して きた｡ 今後､ 各教科で 開発

した パ フ ォ
ー マ ン ス テ ス ト

､
ポ ー ト フ ォ リオ等の 安当性 に つ い て実践を通 し て検討する ｡

(オ) に つ い て

共通の 様式 で内容連携を図 っ た年間指導計画に改訂する ｡ 例えば ｢ 物質の成り立ち ･ エ ネル

ギ
ー

の 保存 に つ い て｣ の概念の 柱で は ､ 粒子概念の 形成を図る ため の 年間指導計画を作成する

こ とも考えられ る ｡
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【生命の 連続 に つ い て の概念】 表 1

.
岳.≠-

=
:…表芸喜
.
さ董 = 墓 ....

∴....
I.,.....I

身近な 自然と生 きも の へ の選 小 身近な自然

しみ 中

長

長身の 回りの 生 きも の が生 きる 【ヤ ッ ホ
ー 広場 . 100 ね んの もりた んけん た い】

こ と ヘ の 気づき

:
皇: :: :

: :: ::i :

1

1

2

3

4

【ヤ ッ ホ
ー 広場 の 生きも の をみ つ けよう】

【お花が い つ ぱ い】

【ヤ ッ ホ ー 広場 の 生きも の の で きご とを知らせよう】

【身の 回りの小動物】 【身の 回りの 植物 1】

【身の 回りの昆虫 . 水棲動物】 【身の 回りの 植物 2】

身近な自然 と身の 回 りの 動植

物 の 生 命と の か かわ りに つ い

て の気づ き

【昆虫と植物】

【季節と生きも の】

生 物の 生殖 の 巧みな しくみ と

戦略の概念

生 物の 生命 を維持する から だ

の つ くりと巧み な しくみ の塵

念

生 物の多様性と進化 の概念

生物の 細胞 (D N A ) からみ た

共通性の概念

5

6

1

2

【動物 の 発生と成長】 【植物 の発生 と成長】

【人や動物 の からだ】

【生物とそ の 環境】

【植物たちの 世界】

【生命の 起源と生きも の の 進化】

【動物た ちの 世界】

【D N A と ( ヒ ト) ゲ ノ ム の 解析】

自然界にお ける共生 の認識

生 命現象を扱う科学や技術 へ

3 【地球とともに 生きる】

【バ イオ テ ク ノ ロ ジ ー と再生医療】

地球の 自然界

の 価値観
:..

:
;
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:
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:
:
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:
:
:
:
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【物質の成り立ち ･ エ ネル ギ ー の保存に つ い て概念】 表 2

:: ::I: i.:. :: : : :: :: ≠:: : ::
:
:

..r.
く

....:
:

:
:
:
:
:
～:

:
:
:
:

:: :: :f: :: ::

:
:
:
:
:
:
:
S:
:
:
:
:
: ::

:
:
:
)

_
:
:
: ::

様 々 な物 の 性質や仕組みを利

用した楽しみ

小

中

長

I
-.■

- ■
-

I;■

長

1

1

2

■
-

､
- -

-
I

_

3

4

5

6

1

2

3

杜仁臣調閤琵院 r 諾ヨ ー

身の 回り の 事象 . 現象 に は性

質や規則性が ある こ と へ の室

づき

物質の 多様性 に つ い て の 気 づ

【ゲ ー ム や さんを開こう】

【水で遊ぼう】

【身の 回りの 自然事象】

旦 (土や砂 . 風 . 雪な ど)

【身の 回りの 自然】 【身の 回りの 自然物】

(小川 . 土手) (普 . ゴ ム . 磁石など)

物体 の 運動の 規則性 ､
エ ネル 【光の性質】 【磁石】

ギ
- の 基礎に つ い て の 概念(檀 【豆電球と乾電池】

類､ 伝達､ 変換､ 圃き､ 保存)

物質の 三態に つ い て の 概念

物 質の 成り立 ちと し て の 粒､

【空気や水の 性質】
- - - . -

【電池 の働き】

【温度と物の 性質】 聖書い く
【エ ネル ギ

ー

の

素地 変換と電気】

【もの の 溶け方】 【て こ の働き】

ン

.....
,..... == 【物の 運動】

: :: :: <
f: 写:

:
:-i

亘:≡春i ::

.
{ 文

一-:.:
⊥

:,:.:.;...
i

;
;
ぎ
≡蚕∃7責

:

【水溶液の性質】 霧
- . . . - - 【電涜 の働き】

【物の燃え方】
震

【電波の 働き】

【物質の 成り立ち】 原 子

原子 . 分子に つ い て の 概念

物質 の 変化や 量的な関係 に つ

【身の 回り
■
の物質】

分 子

.原子 . 分子と . . ‥ .i . …

. 電流の と

い て の墜金

電流 の働き に つ い て の概念

イ オ ン に つ い て の概念

化学変化】 電 子 そ の はた らき】

【イ オ ン】 イオ ン 【運動と エ ネル ギ ー 】

粒子概念 の 形成
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【時間的 ･ 空間的な広がり に つ い て の 概念】 表 3

㊥身近な自然 の 季節によ る変

化 - の 親しみ

㊧園 . 園庭 の 様 々 場 へ の 親し

互

小

中

長

I- -
- - -

- _

長

1

1

2
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4

5 .

6

1

2

3
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㊥季節 によ つ て 気候や動植物 【虫探 し】 【植物の 種取り実拾 い】

の 様子が 変化 る こ と ヘ の真空 【季節 ご と の 木の 実を食 べ る】

旦

萱㊧場所 ご と の特徴 へ の 気づき

【雪遊び】 【氷探し】

【や つ ほ - ひ ろ ば . 1 0 0 ね ん のもり探検隊】

【や つ ほ - ひ ろ ば の い きもの をみ つ けよう】

【お花が い つ ぱ い】

【や つ ほ - ひ ろ ば の い きもの の できごとをしらせう】

【ふ ゆ の あそ ひをた の しもう】

【身の 回りの植物】

㊥時間の経過と事象の
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【人 ･ 生活と科学や技術の 関わり に つ い ての 認識】 表 4
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生 活に利用され て い る事物 . 現象

の性質や規則性に つ い て の 概念と

有用性 の塁塾
: :: ;:モ

董…妻生活に伝わる知恵の 中にある科学

に つ い て の概念と有用性 の 認識

【地球環境と生活】 【技術革新と社会】

【日光を利用する知恵】 【時を知る知恵】

【季節や時を知る知恵】

【天気を予知する知恵】 【力を利用した知恵】

【新し い エ ネル ギ ー 】

【火を得る知恵】

【災害を予知する知恵】

【資源 . エ ネル ギ
ー の 【道具 . 機械 .

ロ ボ ッ ト】

墓喜資源. エ ネル ギ
ー

科学や技術 の進

董≡の利用形態 の概 展と社会 に及ぼ

墨 念とそ の 有効性 す影響に対する

に対する認識 認識

:
:
:
:
i:

書地 球 的規 模 の 社会基盤として

有効利用】

【自然環境 と保全と 【ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー と半導

≒毒妻環境問題の意味 の科学や技術 の

とそ の解決に向 現状に対する墨

けた取組の 実効 垂

性に対する認識

自然環境を保全 こ れからの 社会

共生 の エ コ ロ ジ ー 】 体素子】

【新 . エ ネル ギ
ー の 【科学や技術が拓く未来】

し共生する科学 を つ くり出す科

…董… や技術 の方向性 学や技術の 方向

≡毒の洞察 性 ヘ の洞察

開発】
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ウ 幼稚園｢ か がく｣ ､ 幼 ･ 小接続期｢ か がく｣ ､ 小学校算数科､ 中学校数学科における連携カリキ ュ ラム

連携 の意義

こ の連携 で は
､ ｢ 数｣ ｢ 量｣ ｢ 空間｣ ｢ 関数｣ の 4 つ の概念を柱と して

､ 実感を伴 い なが ら概念

を体系的 に獲得形成す る ｡ 4 つ の 概念を体系的 に獲得形成するため に ､ 既有 の数学的概念と､

新たに学習した数学的概念とを関係 づ けたり ､ 構造化 したりするな ど､ 数理を再体系化する学

びを重視する ｡ 既有の 数学的概念とかかわらせ る こ と で
､ 数学的概念の 意味理解を確か なもの

と し､ 調節的適用によ る応用 ･ 発展を目指す ｡ 数理を再体系化する学びを具現する こ と で子 ど

も自身が数理を創りあげて い く力を育成する ｡ そ の 力は
､ 既有の概念を拡張して い くと こ ろ に

と どまらず､ 新たな概念を創りだす ｢ 創造的な知性｣ と して 転移して 発揮され る｡

数理を再体系化する学びを保障するためには
､ 学び に

一

貫性 ･ 整合性をもたせ た連携カ リキ ュ

ラ ム を編成する必要がある｡ /ト学校で は 3 つ の活動区分を設定し､ 数理 を再体系化するため の

数理的感覚を豊かにする素地的な活動や
､ 数理を再体系化した学びを深化する活動を充実する ｡

中学校で は
､ 数学を創る総合的な学びと して ｢ 数学探究｣ を加えて ､ 現行 カ リキ ュ ラ ム を見直

し､ 学びの 連続性 ･ 発展性を志向した カ リキ ュ ラ ム編成をする ｡

さら に､ 実感を伴う学びを具現するため には ､ 身の 回りの 具体的な事象を数理的にとらえた

り､
生活や既有 の学習経験と結び つ けたりする活動を重視し､ 授業改善を図 っ て い く｡ 連続変

形等の 具体的な操作活動 に よる数理の探求など
､ 学ぶ こ とに対する新鮮な動機付けにより､ 算

数 ･ 数学の も つ 価値や おもしろ さを感得で きるよう にする ｡ そうする こ と で
､ 数理 の再体系化

に向かう問題意識を掘り起 こ したり､ そ の よさ を実感を伴 っ て獲得したりし て い く こ とをねら

う ｡

2 年次の 取組

(ア) 連携教科 カ リキ ュ ラ ム と して ､ 概念の獲得形成の 段階性を検討し ､ 単元内容関連表を見直す｡

(イ) 教師の 具体的な手だ て を意図的に仕組む ｡

(ウ) ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を評価する ｡

(ア) に つ い て

第 3 年次は
､

1 2 年間の 学び を見通し
､ 学び の 一 貫性 ･ 整合性を保障する ため に

､ ｢ 数学的概

念の 形成｣ と ｢ 数学的命題 の獲得形成｣ と い う 2 つ の視点から指導 の現状と問題点を整理した ｡

再体系化 の段階を明らかに しながら ､ 現行の カ リ キ ュ ラ ム の どこ に ､ どの ようなギ ャ ッ プがあ

る の か ､ とらえてきた ｡ そ の 中で ､ 子 どもが ｢ 数理 を再体系化｣ しなが ら数学的概念 を獲得形

成する過程を ､ 次の 図の よう に ｢ 数学感覚から の とらえ直し｣ ｢ 相互 関係的とらえ直し｣ ｢ 構造

的とらえ直し｣ の 3 段階 で とらえた ｡ ｢ 数理を再体系化する学び｣ を段階に応 じて 意図的に カ

リ キ ュ ラ ム 上 に位置付け､ 概念の獲得形成過程 に おけるギ ャ ッ プを解消する｡ そ の ため に必要

な内容や豊か な活動体験を付加 し､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を段階的

にはぐくみ なが ら ､ 学び の 連続性 ･ 発展性を保障する ｡
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科学的な感性

身の 回り の 事

象か ら 美 し さ ､

面白さ､ 不思

議 さを感 じ､

性質や 仕組み

自然事象 の 性

質 や 規則 性､

琵監禁芝幣韓
する 力

数量 ･ 図形 に 数量 ･ 図形 に

つ い て
, 有用

性 ､ 規則性 ･

法則性な どの

価値を感 じと

り ､ 数理的な

イ メ ー ジ を生

み 出す力

つ い て ､ 有用

三二

､

_

~

∵∴
性 ､

一

般性な

どの 価値を感

じと り , 数理

的な イ メ
ー ジ

を生み 出す力

構造的とらえ直し

数学 的活動を通 し て
､ 数

学的概念 の 本 質性や 包摂的

な 関係性 に着 目 し､ 構 造的
に と らえ直 し て

､ 数学的概

念を獲得形成する ｡

相互関係的とらえ直し

数学的概念 の相互関係に着目し ､

数学的概念 を深化 ･ 補充 し て ､ 数

学的概念を獲得形成する｡ 具体的
な活動体験や より 一 般性 の ある 内

容を付加 したりする こ とを通し て
､

論理 的に推論 し て ､ 対比 的 に 関係

付 けな が ら 共通性を見出すな ど
､

有機的な つ ながりを強める ｡

数学感覚からのとらえ直し

遊び等 の 豊かな活動体験 を

通 し て ､ 日常感覚 と数学感覚
の 結び つ きを強め る ｡ その 数
学感覚を働か せ て準び等を工

夫 し直す思 考の 場 を設定する

こ と で ､ 数学 的概念 の 素 地を

獲得形成する ｡

科学的なものの見方 ･ 考え方

数量 ･

図形 に つ い て
､ 論理的 に

推論 し､ 推論 した も の を既有の

概念､ 原 理 ･ 法則 な どと 関係 づ

け､ 構造化する 力

骨
数量 ･ 図形 に つ い て､ 論理的 に

推論 し､ 推論 し た も の を既有 の

概念､ 原理 ･ 法則 な どと 関係 づ

ける力

%
身 の 回り の 自然事象 の 中 の 数

量 ･ 図形 に つ い て ､ 比 べ なが ら

よ り よ い 方法を見出す力

6
身の 回り の 事象 に か か わ る 中 で

､

考えた り ､ 試 し た り し て 工 夫 し

て い く力

(イ) に つ い て

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ ､ 数理 を再体系化し て い く姿を目

指すためには
､ 教師の働きかけが重要で ある ｡ 具体的な教材の 提示､

イ メ ー ジモ デ ル等の表現

方法 の 工夫 ､ 推論する場の 意図的な設定は ､ 数理的なイ メ ー ジを生み出したり､ 推論を働かせ

たりするために有効 で あ っ た｡ さら に実践を通して ､ そ の 類型化を図るよう カ リ キ ュ ラ ム編成

と合わせ て検討した｡

(ウ) に つ い て

｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の評価方法とし て
､ 評価規準を明確 にした

パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト ･ ポ ー ト フ ォ リオ評価 ･ コ ン セ プト マ ッ プ等を実践し､ より客観性 ･ 妥

当性の あるもの を検討した｡ 例えば ､｢
一

次関数｣( 第2 学年) の単元終了後､ 次の よう か ヾフ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを実施した｡

イ ン タ
ー ネ ッ ト接続業者 の A 社と B 社の 1 カ 月あたりの利用料金は ､ 利用時間によ っ て 下の

表の よう に な っ て い ます｡ 次の 問題 1 ､ 2 に つ い て 自分なりの考え方で答えなさ い ｡

料

萱利用時間 1 分 に つ き 4 円

( 基本料金は 0 円)

1 カ 月の 利用時間が1 50 分以下 の ときは
､
500 円の 基本料金の み○ 1 カ 月の 利用

圭ヨ時間が1 5 0分を こ えるときに は ､
こえる時間 1 分に つ き 3 円を基本料金に加算

-
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A 社 ､
B 社 の料金表を見て ､ あなたはイ ン タ

ー ネ ッ トを どの ように して 利用 して い きます

か｡ なぜ
､ そう考えた の か理由を説明しなさ い ｡ グラ フを使う場合は ､ 右の グラ フを使 い なさ い ｡

あなたは
､

C 社の 利用料金を設定する会議 に出席し ､ A 社 ､ B 社 に対抗す る料金表を提案

する こ とになりました ｡ 下 の 表にあなたの 料金表プ ラ ンを書き ､ そ の ように設定した理由は

右の解答欄 へ 書きなさ い
｡

あなた の設定 した料金表 プラ ン

評価規準は ､ 以下 の ように設定し､ 評価した｡

董時間( 分) と利用料金( 円) が 関数関係 に ある こ と を見出し､ 対応表 ､ 関数

(関数的な分析 の対象 と し て と ら え て い る か)

( 一

般化 し て論理 的に論述 して い る か)

エ 小学校 ｢ 科学探究科｣ ､ 中学校 ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ に お ける連携カリキ ュ ラ ム

連携の 意義

･ 小学校段階 で は自分の 身の 回りにあるくら しにかか わる事象を学習対象とし て ､ 中学校段階

で はそ の 枠を広げて 自然的 ･ 社会的 ･ 文化的な事象を学習対象とし て取り扱う こ とが可 能に

なる こ と｡

･ 小学校段階 で は
､ 総合的に思考 しながら学ん だ こ と を自己の 生き方にかかわらせ ､ 中学校段

階で は分析的 ･ 総合的な思考を働かせ
､ 自己や社会と の かか わりとし て見直し て い く こ とが

可能になる こ と｡

｢ 科学探究科｣ は科学的な視点を取り入れた総合的な学習の 時間 に お い て
､ また

､ ｢ サイ エ ン ス

コ ー ス｣ は選択 (理科 ･ 数学 ･ 科/ 技 ･ 技 ･ 家の 4 教科等) と総合的な学習 の 時間を融合し科学

に特化した コ
ー ス学習の 時間 に お い て ､ ｢ 科学的な感性｣ と ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を

小学校 3 学年から中学校 3 学年 の 計 7 年間 で は ぐくむと こ ろ に ね ら い が ある ｡ よ っ て
､ ｢ 科学探

究科｣ と ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ は科学に重点化した総合的な学習 の時間と い う共通項 で 連携研究

を進め て い る｡

｢ 科学探究科｣ で は子 どもの 生活経験を基 に して ､ ま た､ ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ で は 4 教科等 の

発展的 ･ 応用的な内容の 融合を基にして ､ 総合的な課題 ( テ
ー

マ) を設定 した ｡ 例えば ､ 身近に

ある シ ャ ボ ン 玉 遊びと い うテ ー

マ で は
､ も っ と膨 ら ん だり割れなか っ たりする シ ャ ボ ン 玉 を作る

ため の科学的根拠を見出す｡
エ ネル ギ ー 問題と い う複雑な テ

ー

マ を解決す る ため に は ､
エ ネル ギ

ー

効率や変換 ､ 循環 の しくみ ､ と いうような概念を理解し､ それぞれの 関係性に着目し課題を見出

し､ 科学的な価値や本質を感じ取り追究す る ｡ こ の よう な点から , ｢ 科学的な感性｣ の はぐくみ

に具体的 に迫る こ とが で きる ｡

また
､ 体験や活動が科学的なリ テ ラ シ ー とし て の 問題解決能力の育成と い う意味で の 探究 に な
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るよう に段階的に組織した｡ 例えば
､ リサイク ル が自分の 身の 回りの 社会や環境と つ なが っ て い

る こ とか ら､ 自分の 行動 に直接結び つ け ､
ゴ ミ の 分別作業を積極的に行 っ て い くな ど自己の生き

方を見直し て い く段階から
､ リサイ ク ル の意味を

､ 分析的に自然の 循環 シ ス テ ム の視点からとら

え直す段階 - 変わり､ 社会貢献と い う立場から
､ 自然と共生 で きる技術を総合的 に考え出す段階

- と発展する ｡ よりグ ロ ー バ ルな視点 で の科学的な認識を深め る こ と で科学的な問題解決能力を

育成する｡ こ の よう な点から ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ に具体的に迫る こ と

が で きる ｡

以上 の こ とから
､ ｢ 科学的な感性｣ と ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の はぐくみに は段階性

が必要になると考え
､ 最終学年 である中学校 3 学年 で の 追求を ゴ ー ル の 姿と して

､
7 年間 で必要

となる各段階で の 子どもの追求の 姿を措き ､ 問題解決 の過程 に お ける資質 ･ 能力面 で の 連携と
､

内容に つ い て 一 部の 整合性を図 っ て い くこ とが連携 の方向で ある ｡

2 年次の取組

(ア) 問題解決 の過程 で 必要と なる資質 ･ 能力に つ い て
､ 内容関連表の よう に

､ ①問題発見力

(科学的な感性と主に かかわ る能力) と②問題解決能力 (科学的なもの の 見方 ･ 考え方と主

とし て かかわる能力) と
､ 給合的な学習の 時間 に必要な③表現 ･ 技能と④自己化 ･

一

般化の

4 つ に区分 した ｡ ( 別表参照)

(イ) 資質 ･ 能力を 4 段階の段階制を措 い て設定した｡ また
､ 段階制に つ い て は

､ 小学校 3 ･ 4

年と ､ 小学校 5 ･ 6 年 ､ 中学校 1 ･ 2 年､ 中学校 3 年の 4 区分とした ｡

(ア) に つ い て

｢ 科学探究科｣ と ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ で は ､ 連携 カ リキ ュ ラ ム 作成 の仮説とし て 4 つ の 資

質の 区分を設定 した ｡ そ の ため ､ 各学年 で ね ら い とする資質 ･ 能力 (特に(∋問題発見力②問題

解決能力) を明確に した授業実践が可能とな っ た｡ さらには ､ ねら い とする資質 ･ 能力が明確

とな っ た こ と で ､ 評価規準だけで なく評価基準 ( ル ー ブリ ッ ク) を作成で きた ｡

(イ) に つ い て

資質
･ 能力の は ぐくみ の段階制を 4 段階設定した｡

3 年 1 組 ｢ 科学探究科｣ ｢ ぼく､ わたしの シ ャ ボ ン 玉 づくり - 手作りの よさ を発見 - ｣ で は､

い ろ い ろ な シ ャ ボ ン 玉 遊び を試す中 で事象にある科学 の面白さや不思議さ に 目を向け､ も っ と

膨ら ん だり､ 割れなか ? たりす る シ ャ ボ ン 玉 に つ い て の科学的根拠を見出そうとする姿が見ら

れた｡ そ して観察 ･ 実験からは っ きりさせ た科学的根拠や ､ 科学的根拠をは っ きりさせ て きた

過程から ､ 自ら 工 夫して 楽しめる シ ャ ボ ン 玉 づくり の よさを捉える こ とが で きた ｡

6 年 1 組科学探究科 ｢『着 る』 こ と の 意味 - ス ポ ー ツ着の 役割を考えよう - ｣ で は着る こ と

によ っ て早く泳げるよう に なり､ 人が泳ぎやすくなる の は水着の 素材や形状が関係し て い る の

で な い か ｡ と い う科学的根拠 に目を向け てきた｡ そし て ､ 水着の 素材や形状の 性質を自ら資料

や専門家にあた っ たり､ 実験 ･ 観察を行 っ たり して 明らかに した ｡ さら にそれ ら科学的根拠と ､

水着を作る人 ､ 着る 人 の 思 い な どの 社会的な価値を つ な い で ､ 着る こ と の 意味を捉えた｡

中学校 2 学年 ｢ サイ エ ン ス コ
ー

ス｣ ｢ 生態系を見直そう｣ で は､ 4 教科等 の 内容を融合した

課題による触発的な活動から ､ 生徒は ｢ 気づ き｣ と ｢ 疑問｣ を整理し､ そ れらと自分の 興味 ･

関心を つ なぎ合わ せ て ､ ｢ 遺伝子と フ ィ ボナ ッ チ数列と の 関係｣ ｢ 循環シ ス テ ム に必要な生 ゴ ミ

処理機を作る｣ ｢ 自然と共生する オ
ー ル電化 の 家を造ろう｣ 等と い うよう に追究する価値や意

義を明確に して
､ 個人 テ

ー

マ を設定し て い た ｡ 個人 テ
ー

マ の 追究で
､ 文献やイ ン タ

ー ネ ッ ト､

研究所 の 情報を活用し､ 実際 に実験装置を作 っ て みたり､ 野外 に調査をし て
､

生態系 の しくみ

や環境問題を分析的に捉えたり ､ 自然と共生するため に必要な人間の 取組に つ い て分析的 ･ 総
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合的に捉え て い る ｡ ( 実践中)

3 学年 ｢ サイ エ ン ス コ ー

ス｣ ｢ 科学的 に探究しよう｣ で は ､ 個人 テ ー マ に つ い て 発表し合 い
､

意見交換する こ と で テ
ー

マ の意義や価値を見直す活動を行う こ と で
､ ｢ 研究テ ー マ に

､ 研究の

価値や意義が具体的に示され て い て すばらしか っ た｣ ｢ 研究の筋道や根拠が し っ かりし て おり､

オオ バ コ の 分布も大まか に調 べ た上 で仮説を立 て て い て と て もよか っ た｣ ｢ 他の 人 の 意見や質

問に答える こ と で 自分の研究計画の 発展があ っ た｡ また他の 人 の発表を聞く こ とだけで有意義

な時間を過ご せ たと思う｣ と い うよう に研究の 意義や価値 に つ い て気 づ い て い っ た ｡ それ らの

気 づきをもと に個人 テ
ー

マ の解決の ため に ､ イ ン タ ー ネ ッ トや文献 ､ 人 (研究者 ･ 技術者) か

ら得た情報を適切に活用 し, 実験や調査を行 い
､ 予備実験を繰り返す こ と で

､ 研究仮説を設定

し
､ そ の 仮説が正 し い かを検証 して い る ｡ 例えば､ 生分解性プ ラ ス チ ッ クを研究テ

ー

マ と した

生徒は
､

土 に戻し て それが本当に分解され て い るかを見る こ と ､ プ ラ ス チ ッ ク の加工 の 際､ 化

学反応 を起こすこ とにより新し い 性質を見 つ ける こ と､ と い うように素材と実用化の 2 つ の 面

から研究を進め
､ 生分解性プ ラ ス チ ッ ク の 機能に つ い て

､
企業を訪問し詳細に研究者と対話し

ながら調 べ
､ ｢ 自分で 生分解性プ ラ ス チ ッ クを作る｣ と い う意欲をも っ て探求 して い る ｡

表. ｢ 科学探究科｣ ｢ サイ エ ン ス コ
ー ス｣ ではぐくみた い 資質 ･ 能力の段階

喜 ○ 3 年1 組科学探 究科 ○ 6 年1 組科学探究科 ○2 学 年サ イエ ン ス コ ー ス ○3 学年サ イエ ンス コ ー ス

*東
1
:!1*

｢ ぼく､ わ た しの ｢｢ 着 る｣ こ との 意味 ｢ 生態系を見直そう｣ ｢科学 的に探 究 しよ う｣
シ ャ ボン 玉 づく り - ス ポ ー ツ 着の (実践 中) ( 実践 中)

- 手作 り の よ さ を 役割を考え よう - ｣ ○1 学年サ イエ ン ス コ ー

ス

発 見 - ｣
(実践終了)

(実践終了) ｢ ソ ー

ラ
ー パ ワ

ー を

見出そう｣
(実践 中)

事象 にあ る科学 の 面白
さ や 不思 議 さ に 目 を向
け､ 問題 を見出す

事象の も つ 科学 的根拠
に 目 を向け､ 問題 を 見

出す

事象 の も つ 科学的根拠

に 目 を 向け､ 追究の 価

値を見出す

事象の も つ 科学的根拠
をもと に ､ 研究 の 意義
や 価値 に気 づ き､ 課題

を設定す る

キ

事象 の も つ 科学的な根拠 や 規則性 に 目 を

向 けて い く力

刀 子 a
. " ､

ら 捉 え､ 科学的な価値 や本質 を 感 じ取 り

追究 しよ うと する 力

中 = 昏
事象と の 関係 を科学的

根拠 か ら と ら えて い く

事象と の 関係を複数の

視点 か ら捻合的 にと ら

え る

事象と の 関係を複数の

視点か ら分析的
.

給合
的 にと らえ る○

事象と の 関係を複数の

視点か ら分析的 . 総合

的に と ら え､ 仮説を立

総合的 に 思考 . 判断 し な が ら 事象と の 関
事象 を分析的 . 総合的 に と ら え 自分 の

係 を と b ス. 直 し た り ､ 事象 と の 関 わ り 方

を見直 した り して い く 力

ヽ

中 に価値づ け て い く力

義
･ 調 べ た こ と ､ 自分の

･

調 べ た こ と
､ 自分の ･ 調 べ た こ と や 自分 の

･

調 べ た こ と や 自分の

考え を適切 に仲 間 に 考え を適切 に仲 間 に 考え を コ ン ピ ュ
ー タ 考え を コ ン ピ ュ

ー タ

伝え る 伝 え た り､ ま と め た を活用 し適切 に仲 間 を活用 し 適切 に仲間
･ 各教科等の 中で 培つ た りする に伝 え た り､ ま と め に伝え たり ､ ま と め

技能を生か して い く ･ 各教科等の中で培つ た たりす る た りす る

技能を生か してい く
･ 各教科等の 中で培 つ た

技能を生かして い く

･ 仲間の研究に つ い ても

適切な評価ができる
･ 各教科等の中で培つ た

技能を生か してい く

盟E ≡室 :
: 事象と の か か わり方を 事象と の 関係をと らえ 事象と の 関係を複数の 事象と の 関係を複数の

考 え て い く 直 し たり ､ か か わ り方 視点か ら と ら え直 した 視点か らと らえ直 した

を見直 し たり し て い く り､ か か わり方 を見直
した り し ､ 社会の

一

員
と して の 生 き方を構想
する

り､ か か わり方 を 見直
した り し､ 社会貢献 の

方法を構想する
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(彰 科学系教科と科学系以外の教科と の 関連

当校園で は創造性をはぐくむためには
､ 知識 ･ 技能の確実な定着 に加えて

, 学習対象と自分との

かか わりを把握し ､ 学習対象の 自分にと っ て の価値を感じ取り､ 議題 を見出し､ そ の 課題を追究し

て い こうとする力である ｢ 感性｣ の はぐくみ と , 課題解決 の ため の方法知と して の思考力で ある ｢ 科

学的なも の の見方 ･

考え方｣ の はぐくみが不可欠で あると考えて い る ｡

全教科 ･ 領域 で ｢ 創造的な知性を培う｣ こ とを目指し､ 資質 ･ 能力面 ･ 学習内容面で 科学教育に

関わる教科とそれ以外の教科等と の 関連を探 っ て きた ｡

具体的な関連や取組 に よる効果に つ い て 以下 に示す｡

ア 幼稚園

内容領域 ｢ せ い か つ｣ は
､ 囲生活の基盤ともなる生活習慣や心身の 健康 に つ い て はぐくん で い

くこ とが できる内容をまとめたもの で あり､ 各内容領域 の 根底 に位置 づける ｡

内容領域 ｢ かがく｣ は
､ 自然の事物 ･ 現象を見たり､ それ に触れたりする こ との 面白さや ､ も

の の 性質や仕組みに気付く面白さを感じ取る こ とをねら っ た内容と
､ 数量や図形に触れる楽しさ

やそ れらに対する感覚を豊かにする内容をまとめたもの で ある ｡ こ こ で は
､ 身の 回りの 事象に美

しさや面白さ ､ 不思議さな どを感じ､ 性質や仕組み に目を向けようとする ｢ 科学的な感性｣ を養

い
､ それらにかかわる中で

､ 試行錯誤しながら工夫して い く ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の

姿をはぐくむ｡

内容領域 ｢ 表現｣ は
､ 現行幼稚園教育要領 の 表現領域 の

､ 造形表現と音楽 ･ 身体表現を中心と

した内容に ｢ 言葉｣ の 内容を付加 したもの で ある ｡ 遊びの 中で 感じた こ と ･ 考えた こ とな どを自

分なりに言葉や音 ､ 動きな どで 表す こ と を通して ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ となる思考力

や表現力 の基礎を身に付けて い くと同時 に
､ 自分と は違う感じ方に触れ

､ ｢ 感性｣ (｢ 科学的な感性｣

をも含む) を豊かにはぐくん で い くこ と をねらう ｡

内容領域 ｢ かかわり｣ で は ､ 友達と
一

つ の 目的に向か っ て 遊ぶ こ とを通 して ､ 自分とは違う思

い や感 じ方に触れ ､ そ の よさに目を向ける こ と によ っ て ｢ 科学的な感性｣ をはぐくむ｡ また､ 友

達 の遊び方を見たり､ 友達とよりよ い 遊び の 工 夫を考え合 っ たりする中で ｢ 科学的なもの の見方 ･

考え方｣ の基礎をはぐくむ こ とをねらう ｡ こ こ で は ぐくまれた人や社会とかか わる力は小学校｢ 自

然科学科｣ 及び中学校 ｢ 科学/ 技術科｣ で ｢ 人間社会と の かか わり｣ を考えなが ら学習して い く

ため の素地となる ｡

イ 小学校

(ア) 資質 ･ 能力面で の効果

○科学的に 追求して い こうと科学的な感性 を働か せ て い く姿

･ 家庭科

生活を構成する物そ の もの の 性質を調 べ たり確かめたりして 明らか に しよう とする追求が

多く見られるようにな っ た ｡ 例えば ､ 米や味噌の 成分や栄養､ 野菜? 栄養な どを明らかにし､

そ の働きを知 っ た上 で
､ 食事に おける使 い 方を考えて くる ｡ 布は い っ た い 何で できて い る の

だ ろうかと調 べ
､ そ の 生 か し方を考えて くる等｡

O ｢ 科学的なもの の 見方考え方｣ を働かせ て 思考する姿

･ 国語科

単元 ｢ い ろ い ろ なくちば し｣ に お い て
､ 身の 回りに い る鳥 ( ス ズ メ や カ ラ ス 等) や飼 っ て

い る鳥 ( イ ン コ 等) の くちばし の形状と提示写真 の 鳥の くちば しと を比較し て
､ 形状や特

徴 の違 い を見 つ け出して 説明したり､ 見 つ け出した特徴や違 い を根拠として くちばし の働き

を予想 したりして い た ｡

･ 体育科
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マ ッ ト運動単元 で ､ 跳び前転 の動きを検討する際､ 自分 にと っ て最善の 手を着く位置を見

出すため に マ ッ ト に 目盛りを つ け ､ 手を着く位置の 違 い に よる回転の なめ らかさ を比較検討

して い っ た ｡

(イ) 内容面 で の 効果

･ 特別活動

｢ 栖吉川 フ ェ ス テ ィ バ ル｣ で の 活動が変わ っ てきた｡ 川 を遊 び場と考える だけで なく､ 生

き物の棲 むと こ ろ とし て考えたり ､ 人 ( 自分) の 生活と関わりの あるもの と して とらえたり

で きるよう に な っ た｡ その ため､ 楽しむだけで なく川 の環境を保全す る努力や生き物の 命を

大切 にした関わり方を考え､ 活動内容を計画 して い た ｡

･ 図画工作科

｢ 森の 木が育 つ の をじ ゃ ま し て い る草や つ るを取 っ て あげよう ｡｣

｢ 取 っ た つ る や革も い ろ い ろ な の があ っ て ､
こ れ で何か で きそうだよ ｡｣

｢ リ
ー ス

､
ベ ッ ト､ テ ン ト､

ピラ ミ ッ ド､ ブ ラ ン コ
､ ひみ つ きち ･ -

｡ 楽しそうだね ｡｣

｢ い ろ ん な草を取 っ てあげると ､ 1 0 0 年 の森も喜ん でくれ る ね｣

こ の よう に､ 自然素材を使 っ た造形表現と共に ､ 森を大切 に しようと い う環境保護の視点

をも つ こ とが で きた｡

り 中学校

(ア) 資質 ･ 能力面で の 効果

O ｢ 科学的な感性｣ を働かせ て い る姿

･ 国語科

単元 ｢ 生きた表現をする に は｣ の ｢ おくの ほそ道｣ の平泉､ 立石寺 に お い て ､ 本文を 一

読

した後､ 口 語訳や読解をしな い うち に ｢ 俳句の鑑賞文を書く｣ と い う課題 に取り組 ん だとき

の こ と で ある ｡ 冒頭部分の 学習か ら ､ 芭蕉の 思 い - の 関心 を高め て い る生徒たちは
､ 俳句 に

込めら れた芭蕉の 心情を感じとりた い と い う思 い を強め
､ ｢ 本文中 の語句から キ ー ワ ー

ドを

見 つ け ､ そ の 語句と関係 づ けて み る こ と｣ や ｢ 何通りかに考えられる解釈を本文や自分の 感

じ方と つ なげなが ら比較し て み る こ と｣ あ る い は ｢ 使われ て い る字の 字義や表現技法を明ら

か に して い くこ と｣ で ､ 俳句 に込められた心情や情景が読み取れる の で はな い かと い う見通

しをもち､ そ こ か ら鑑賞文の 作成 に取り組 ん で い っ た｡

O ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ て い る姿

･ 音楽科

合唱単元 ｢ 表現を高めよう - 音楽発表会 - の 取組 - ｣ で の
､ 合唱を創りあげ る過程にお い て ､

教師が特別な働きかけをしなくても ､ 感情表現 に偏らず､ 音楽の仕組み に 目を向けて
､ そ の

仕組み を表現の 根拠 に し て い た｡

(イ) 内容面で の 関連

･ 技術 ･ 家庭科 ( と ｢ 科学/ 技術科｣ )

技術 ･ 家庭科 で はもの づくりと い う視点か ら生活に 生きる知識と技術を身に付ける こ と
､

及び情報数育とし て コ ン ピ ュ
ー

タ の操作やそ の しくみ等 に つ い て 学ぶ こ とを目指し て い る ｡

｢ 科学/ 技術科｣ で は ､ 科学や技術 (情報を含む) と い うもの が ､ 我 々 の 生活や社会と どう

関わ っ て い る の か に つ い て学 ん で い くこ と を目指す｡ 内容的 に は技術 ･ 家庭科 の ｢ A 技術

ともの づくり (技術分野)｣ ｢ A 生活 の 自立 と衣食住 ( 家庭分野)｣ と ｢ 科学/ 技術科｣ の ｢ B

地球環境と生活｣ を自然環境 の保全と人間社会と の 調和の 視点か ら関連付け て い る｡ 前者が

もの づ くりな どの実践的 ･ 体験的な活動を重視して い る の に対し､ 後者は表現 ･ 思考活動を

重視 して い る ｡ ま た
､ 技術 ･ 家庭科 の ｢ B 情報と コ ン ピ ュ

ー タ｣ と ｢ 科学/ 技術科｣ の ｢ C
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技術革新と社会｣ を情報通信技術の 発達と人 間社会 の影響 の視点から関連付けて い る ｡

･ 社会科 ( と理科 ､ ｢ 科学/ 技術科｣ )

地理 的分野 ｢ 世界か ら見た 日本｣ の 世界や 日本の 気候 に つ い て
､ 気候帯や気候 区分･の 特

徴 で ある植生と
､ 理科の ｢ 天気とそ の 変化｣ ｢ 植物たちの世界｣ を関連付けて 学習し て い る ｡

地理的な事象と科学的な根拠とを重ね合わせ る こ と で
､ 事象 へ の理解を深め て い る ｡

歴史的分野 で は
､ ｢ 古代ま で の 日本｣ の 人類の 出現と

､ ｢ 科学/ 技術科｣ の ｢ 生命の起源と

生き物 の進化｣ を関連付けて い
■る ｡ ｢ 科学/ 技術科｣ で扱う､

生命の起源から
､ 自然環境 に順

応し て多様 に進化 した生 き物と して の ヒ トの 進化を受けて
､ 社会科 で の 人類の 出現 に つ なげ

て い く｡ そ の こ と に よ っ て
､

人類の 出現に つ い て の学びが
､ 年表や教科書 の記述の 中の もの

とし て で はなく ､ ｢ 今を生きる ヒ トと して の わた したち｣ に 結び つ く実感を伴 っ た学びに な

る こ とを期待したもの で ある ｡ ｢ 科学/技術科｣ で の気づきを持ち出しながら
､ 学習を深め て

い る｡

(3) ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働 か せ る学習 の様相と教師の働き か け

① ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働 か せ る学習 の様相

授業研究を重ね て い く中 で ､ 創造的な知性を培うため の ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方｣ を働かせ る学習 の様相を次の よう に整理 した ｡
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< 教師の 働 き か け >

○既有 の 概念 ･ 認識 ･ 価

値観 を ゆ さ ぶ る教材
･

課題 の 提示

○事象 と 自分 と の か か わ

り を振り返 る場 の 設定

○概念 の 拡張 を促す

< 科学的 な感性 >

○生活場面 の 想起 を促す

○試行実験 の 場 の 設定

○推論 ､ 試行 ､ 観察
･

実

験等 の 解決方法の 提示

< 科学的なものの見方
･考え方>

○ モ デ ル 実験 の 場の 設定

○ イ メ
ー ジ 図を措く場の

設定

○複数 の 視点 か ら 比較 ､

検討する 活動の 組織

○協働的に学ぶ 活動の 組織

○意志決定
･

価値判断 の

場の 設定

○学 び の 振り返り の 場 の

設定



子 どもの学習対象と の 出会 い の段階 で は ､ 子 どもが ､ おもし ろ さや不思議さを感じ ても っ とかか

わりた い と の 思 い を高めたり ､ 既有 の知識や経験と の ずれ を感じ､ 解き明か した い と い う思 い を高

め たりするよう に働きかける ｡ それにより､ 子どもが学習対象との 関係性や追求する こ と の 意味や

価値をとらえて い くこ と をねらう｡

子 どもが問 い や願 い をもち ､ そ の解決や具現に向けて 追求しよう とし てくる段階で は
､ 科学的に

探究する こ と に価値を感じるように授業を組織 して い くこ とが大切 である｡ 子 どもが解決や具現に

向けて の 見通しをもち､ 推論 ､ 試行 ､ 観察 ･ 実験に向かう こ とをねらう｡ それにより ､ 問 い の 焦点

化が 図られ ､ 概念の 形成や認識 の獲得 に 向か っ て確か に歩み始め る の で ある｡

追求問題 の解決に向けて 学習を進める段階で は ､ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ
､ 連

想したり､ 逆 に考えたり､ 事例 で考えたり､ 比較 したり､ 分類したり ､ 関係付けたり ､ 要因を分析

したり､ 条件 を整理 したり､ 多面的に見たりする思考法を駆使し てくる こ とをねらう ｡ 教師は
､ 各

教科等 の特性 ､ 教材の 特性を生 かし ､ 学年 の 発達段階を考慮しなが ら
､

どの場面 で どんな思 考法を

意図的に問題解決過程に位置付けて い くかを工夫する こ とが大切 である ｡

様 々 な思考法を駆使して 既有 の概念 ･ 認識 ･ 価値観をとらえ直した子 どもは
､ 仲間の 考えを知り

たくなる ｡ こ こ で
､ 仲間と の かかわりを促す｡ 仲間と の かか わりの 中で ､ 個人ある い は集団､ 社会

に と っ て新 し い 価値あ る認識 ･ 概念 ･ 価値観を生 み出して い くの で ある ｡

そ の過程をふ りかえ っ た とき ､ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方を働かせる こ と の大切さに子 どもが

気づ い て い くの で ある ｡ こ の ような問題解決 の過程とそ の ふ り返りに よ っ て
､ 創造的な知性を培 っ

て い く こ とが で きる の で ある ｡

(多 求める学びを具現する ための 教師の 働き か け .

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ ､ 新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観 を創出す

る学び具現 の ため に は ､ 次の よう な教師 の働きか けが大切 で ある ｡

既有の 概念 ･ 認識
･ 価値観をとら え直そうとする意欲を高める働きかけ

○既有の 概念 ･ 認識 ･ 価値観をゆさ ぶ る教材や課題 の提示

○事象と自分と の かかわりを振り返 る場の 設定

○概念の 拡張を促す

新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観 の創出に向かうため には､ 既有 の概念 ･ 認識 ･ 価値観 に揺さぶ りをか

け ､ ｢ あれ
､

どう な っ て い る の だ ろう｣ ｢ - に つ い て は っ きりさせ て みた い｣ 等 ､ 当たり前 に思 っ て

い た こ とや見過 ご し て い た こ とに対 して ｢ 問 い｣ をも つ よう に働きかけて い く こ とが大切で ある ｡

揺さ ぶ りをか けて い くためには
､ 自分と学習対象と の かかわり ( 自分と の 関係性) に目 を向けて

い くように し
､ 学習には い る前の 自分の 考えを自覚化させるよう にする｡ そ の後の教材や課題の提

示と自分の 考えと の ずれが
､ 子 どもの中に ｢ 問 い｣ を生 むか ら である ｡

教材や課題 の提示は
､ 考える対象 の拡張を促すよう にして い く｡ 分数と小数 ･ 整数と の 関連や性

質 ･ 規則性と実生 活と の 関わりに対象を広げて い く こ と で
､ ｢ どんな関係がある の だ ろう｣ ｢ どう生

かされ て い る の だ ろう｣ 等の 姿を生 むから である ｡

既有 の概念 ･ 認識 ･ 価値観 の とらえ直し に 向かう観点を絞り込むため の 働きか け

(｢ 科学的な感性｣ を働かせる ための 働きかけ)

○生活場面 の想起を促す

○試行実験 の 場の設定

○推論､ 試行 ､ 観察 ･ 実験等 の 解決方法の 提示
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｢ どんな関係がある の だ ろう｣ ｢ どう生 かされ て い る の だ ろう｣ と い う問 い は ､ そ の まま で は解決

に向かわ な い ｡ なぜ なら､ 解決し て い く内容も方法も明らかにされ て い な い から で ある ｡

解決し て い く内容を明らか にするため には､ ｢ どんな関係がある の か ( ある い は どう生 かされ て

い る の か) ､ 0 0 に つ い て 考えて い けばよさそう｣ と､ 子 どもが考える観点を絞り込み､ 解決の 見

通しをもて るようにする こ とが大切 で ある｡

そ の た めに有効な働きか けが
､ ｢ 生活場面の 想起を促したり､ 試行実験 の場を設定 したりする｣

こ と である ｡ 実生活の場面を具体的に想起したり ､ 試 しの実験を繰り返したりする こ と で ､ わか っ

て い る こ と､ わか らな い こ とを整理 し ､ 問 い が絞り込まれ て い くから で ある ｡

考える観点が絞り込ま れ てきた段階で は ､ 推論や観察 ･ 実験 の仕方等 の 解決方法を複数提示して ､

子どもが解決 へ の見通しをも つ ように働きかけて い くこ とが大切 で ある ｡

既有の 概念 ･ 認識 ･ 価値観 の とらえ直 しを図るため の働きかけ

(｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を働かせる ため の 働きかけ)

○モ デ ル実験 の場の設定

○イ メ ー

ジ図を措く場 の設定

○複数 の視点から比較 ･ 検討する活動 の組織

間 い の 絞り込み が図られ たら､ ｢ モ デ ル 実験を行う｣ や ｢ イ メ ー ジ図を措く｣ 場を設定し､ 自力

解決 の場を保障する こ とが大切 で ある ｡

自力解決の 場で は
､ 子 どもの 状況を見取りなが ら

､ ｢ 比較｣ ｢ 分類｣ ｢ 関係 づ け｣ 等 の
､

思考方法

を駆使 できるように個別に支援 して い くようにする ｡

子 どもが 一 つ の結論 で安定して しま っ て い る状況で は
､ 学級や グル ー プ で考えた こ とを出し合 い

､

自分 の考えを見直したり多面的に問 い の 解決に 向かうよう にする こ とが大切 である ｡

新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観 の創出に向かうため の 働きかけ

○協働的に学ぶ 活動の組織

○意志決定 ･ 価値判断の場の 設定

○学び の振り返りの場の 設定

学習 の最後 の段階で ある ｡ 子どもがとらえ直し つ つ ある既有の概念 ･ 認識 ･ 価値観を
､ 自分にと っ

ても､ 集団 ･ 社会にと っ て も価値ある概念 ･ 認識 ･ 価値観と して い くために
､ 協働的に学ぶ活動を

組織し て い く こ とが大切 で ある ｡ 仲間とかかわり合う こ と で
､ 多面的 ･ 多角的 (総合的) に ､ 自分

の考え の妥当性 ･ 客観性 ･ 有効性等 を検証して い く｡

協働的に学習を進めた後 ､ 自分なりの 最終的な結論 づけをする場である意志決定 ･ 価値判断の場

を設定する こ と で
､ 既有 の概念 ･ 認識 ･ 価値観をと らえ直し､ 新たに再構成された概念 ･ 認識 ･ 価

値観を生み出して い くの で ある ｡

(4) 連携教育課程 の評価

(力 単元､ カリキ ュ ラ ム評価

今年度は ､ 各教科 の単元における ル ー

ブリ ッ ク の 作成とそれ に基づ い た個人プロ フ ィ
ー ル の作成 ､

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を評価する ため の パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト の実施を行 っ

た｡ また ､ 今後 ､
より広 い 客観的な見地から私たちの 取組の 評価を行うため に ､ P I S A テ ス ト の

一 部問題を実施 ( 中学 3 年生) し､
P I S A が定義す る ｢ 科学的リ テ ラ シ ー ｣ が どの程度はぐくま

れ て い るか客観的に診断する予定で ある ｡

昨年度より評価 の 観点を ､ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え
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方｣ ､ ｢ 技能 ･ 表現｣ ､ ｢ 知識 ･

理解｣ の 5 観点と設定 して

きた｡ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣

は自分と学習対象と の 関係

性の 気づきによ る学習意欲

の 高まりを評価する観点 で

ある ｡ ｢ 科学的な感性｣ は
､

こ の 関心 ･ 意欲の 高まりを

受けて の ｢ 学習対象との か

かわりの 中に科学的に探求

する価値を見出す能力｣ を

評価する観点 で ある｡ ｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣

は
､ ｢ 分析的ある い は総合

的思考力｣ を評価する観点

である｡ 本研究に お い て は､

従来 の ｢ 思考 ･ 判断｣ を ､｢ 科

学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なも

の の 見方 ･ 考え方｣ の 2 観

点に分ける こ とと し､ 全体

とし て は他の観点と併せ て

5 観点とし て い る ｡ 単元 ご

と に 5 観点を設定し ､ 観察

対象児を中心 に発言 ､ 行動

等を追 い
､ 評価を行 っ て い

くこ とと した｡

重点単元における ル ー ブリ ッ クと評価結果
グル ー プ名 (｢か が く｣ ･ ｢自然科学科｣ ･ 理科 ･ ｢科学/ 技術科｣)

早
フt

中学 2 年生理科 動物の 世界

評
価
規
準

⑳ ブタの 小腸を観察し ､ 小腸の 仕組み やその 働 きに 興味 . 関心 をもつ
o

⑳ ブ ドウ糖よりデン プン の 粒の 方が大きい こと を証明す る実験の 構想 をして見通 しをもつ
o

⑧ 実験結果か ら ､ ブ ドウ糖よりデ ンプ ンの 粒の 方が大 きい こと を見 出す o

㊧ 構 想した検 証実験を的確に轟い ､ 消化 . PB q又の しくみ を図示す るo

⑳ 消化 . 吸収の 仕組み を粒の 大きさが変わる仕組み と捉える ことが できる
o

′ ヾ

フ

オ
【課題】 ｢ ブ ドウ糖 よりデ ンプ ンの 粒の 方が大き い こと を証明 しよう｣

ー

E ) ①ブタの 小腸を提 示する
o

ン
ス (参検 証するための 実験 を構 想する

o

チ

ス ③構想 した内容をもとに 実験 を行 い
, 実験の 結果を得る o

ト
の (む実験 の結 果を整理 して 考察する

○

内

容
⑤考 察したこ とをもとに消化 . 吸収の 仕組みを説明する ○

ル

I
ブ
リ
ツ

ク

≡

.-

:
;. ; ■

関心 .

意欲 .

態度 科学的な感性

科学的なも の の

見方 .

考え方
技能

. 表現 知識
.

理解

5 構想 .

実験 に積極 実験 結果 を正 しく 実験結果 から粒 の 粒 の 大きさ ､ 粒 の 消化 . 吸収を粒の

す ばらし い 的 に 参 加 し､ ワ- 予想 しなが ら構 想 大 き さの 違 い を見 種類 をかえ て 表現 大 きさ の 変化 で 説

ク シ ー

ト全体が記

述され て い る

す る 出す する 明す る

4 構想 .

実験 に幸美軽 実験 結果 を予想 し 実験 結果 から考察 一部粒の 種類 をか 消化 .

吸収の どち
よ い 的 に 参加 し､ ワ- なが ら構想す る す るが粒 の 大き さ え て 表現する らか を粒 の 変化 で

クシ ー

トがほほ記

述され て い る

に つ い て は十分で

な い

説明する

3 構 想
ー

実験 に参加 実験結 果は予想し 実験 結果か ら考察 粒 の 大 きさ の 違 い 消化
.

吸 収 の 仕組

普 通 し て ワ- クシート

に必要 な こ とは記

述 され て い る

な い が構想はする す る を表現する みを説明する

2 構想 .

実験 に参加 実験 を少 し構想 す 実験 結果か ら考察 一部粒として表現 消化 . 吸 収の どち

あ と 一 歩 して い るが ､ ワ-
ク シート ヘ の 記述

が 少な い

る を少しす る す る らかを説明できる

1 構想 .

実験 に参加 実験を全く構想で 実験結果か ら全く 粒と して 全く表現 消化 .

吸 収の 仕組

努力が必要 せ ず ､ ワ ー クシー
ト ヘ の 記述が な い

きな い 考察できな い できな い みを説明できな い

対
負
児

坐
徒
の

プ
ロ

フ

イ

n
ル

㊥ 5

A 1

A 2

ア 単元 ル ー ブリ ッ ク の作成

単元の 中で ､
パ フ ォ

ー

マ ン ス テ ス ト等を評価方法に用 い た場合､ 課題に取り組む生徒 の様相に

は幅が できる ｡ そ の ような幅の できた生徒の様相を的確 に評価する ため に､ 今年度は単元 ル ー

ブ

リ ッ ク を作成し てきた｡ ル ー ブリ ッ クとは ､ 生徒の 様相の 幅を レ ベ ル に分け､ それぞ れ の レ ベ ル

における生徒の様相 の特徴が言葉によ っ て記述され て い る評価基準秦 ( 評価指標) の こ と である｡

単元 レ ベ ル で の ル ー ブリ ッ ク は以下 の ような手順で作成され て い る ｡

① 各教科の 目標､ 内容を設定する

② 5 観点 (｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ ､ ｢ 技能 ･

表現｣ ､ ｢ 知識 ･ 理解｣) に対し て評価規準を作成する

(彰 評価方法を開発する

④ 5 段階の 評価基準を作成する｡ 評価規準と共に
一

覧表に し
､

ル ー ブリ ソ ク完成

⑤ ル ー ブリ ッ ク に したが っ て査定 ･ 評価

⑥ 査定の 方法､ 評価の 方法 ､ 評価規準 ､ 評価基準 の 妥当性 ､ 信頼性､ 客観性の 検討

単元 ル ー ブリ ッ ク を作成した こ と に より､ 客観的で 妥当性の ある評価が可能とな っ た ｡ ｢ 科学

-

3 8 -



探究科｣ 小学校 3 年の ル ー ブリ ッ ク の ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を例にあげると ､ 手作り

の よさを ｢ 科学的根拠｣ からとらえて い れば ｢ 基準 3 ｣ ､ ｢ 自分の 追求｣ か らとらえて い れば ｢ 基

準 4 ｣ ､ ｢ 複数の 視点｣ からとら え て い れば ｢ 基準 5 ｣ ､
と い う ように ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考

え方｣ の 段階が ｢ とらえ方 の違 い を表す言葉｣ によ っ て 明確 にな っ て い る ｡ こ こまで の単元 ル ー

ブリ ッ ク 実践を見る と ､ ｢ 感性｣ の 段階性は ｢ 課題の見出し方の 違 い｣ ｢ 見出す観点 の 数の 違 い｣

｢ 性質の と らえ方の レ ベ ル差｣ ｢ 思 い や願 い から の見通しの もち方の 違 い｣ などか ら表さ れ て い る｡

また ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 段階性は ｢ とらえ方の違 い｣ ｢ 考える観点 の数の違 い｣ ｢ 考

えの 見通しの レ ベ ル差｣ な どから表され て い る｡ こ の よう に､ ｢科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の

見方 ･ 考え方｣ の評価を客観的で安当性 のある評価 にして い くこ とは意味があると考える｡ 単元

ル ー ブリ ッ ク は作成したが
､ 今後､ 評価を通 じて ル ー ブリ ッ ク自体の 見直しを図 っ て い かなかれ

ば なら な い
｡ 5 観点､

5 段階 の基準設定が果た して 実用的か どうか ( 3 段階と して 中間を見 て い

く) も含め て 検討して い く必要がある｡ また
､

こ の ル ー ブリ ッ ク を通知表 へ どう反映し て い くか

が課題で ある ｡

イ ブロ フ ィ
ー ル の 活用

単元ル ー

ブリ ッ ク と併せ て ､ そ れに基づ い たプ ロ フ ィ ー ル を作成して い る ｡ そ し て ､ 単元で の

5 観点の かかわりと学びの 履歴を積み重ね て い く こ と で ､ 連携 カ リキ ュ ラ ム の 効果をみ と っ たり､

他単元における子どもの 学びを予測したり､ 単元 の 見直しを図 っ たりする資料と して 活用し て い

くこ とが できると考えて い る ｡ 今年度は科学系教科 の各単元 (幼稚園3 歳児から中学校 2 年) の

ル ー ブリ ッ ク に基づき､ 個人プ ロ フ ィ ー ル を作成 した2 4 名の ｢ 科学的な感性｣ と他の 観点の 相関､

｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ と他の観点 の相関を調 べ た ｡

< ｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ と他の観点と の相関表 >

｢ 感性｣ と 関心 ･ 意欲 ･ 態度の 相関 ｢ 見方 ･ 考 え方｣ と 関心 ･ 意欲 ･ 態度の 相関

感 性 見方 ･ 考え方

5 1 人 5 人

4 6 人 7 人

3 2 人 3 人

3 4 5

関心 ･ 意欲 ･ 態度

｢感性｣ と技能 ･ 表現 の 相関

感 性

5 2 人 4 人

4 1 人 4 人 5 人

3 1 人 1 人

3 4 5

技能
･

表現

｢ 感性｣ と知識 ･ 理 解の 相関

感 性

5 5 人

4 5 人 5 人

3 1 人 1 人

3 4 5

知識 ･ 理 解

5 3 人 6 人

4 2 人 2 人 6 人

3 5 人

3 4 r 5

関心 ･ 意欲 ･ 態度

｢見方 ･ 考 え方｣ と 技能 ･ 表現の 相関

見方 ･ 考え方

5 4 人 3 人

4 4 人 3 人 2 人

3 2 人

3 4 5

技能
･

表現

｢ 見方
･

考 え方｣ と知識
･

理解の 相関

見方 ･ 考え方

5 1 人 6 人

4 4 人 5 人

3 2 人

3 4 5

知識 ･ 理解

｢ 感性｣ と ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ の段階が同じ子 どもが 2 4 人中 1 3 人で ､ 他の 観点と比 べ て

最も多い 人数 で ある ｡ ま た､ ｢ 感性｣ が 3 で ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ は 4 の 子 どもが 3 人 ､ ｢ 感性｣

が 4 で ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ が 5 の 子どもが 7 人 い る ｡ ｢ 感性｣ の段階より ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣
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の段階が低 い 子 どもは い な い ｡

｢ 見方 ･ 考え方｣ と｢ 知識
･

理解｣ の段階が同 じ子どもは､ 1 8 人中1 0 人 で他の観点と比 べ て最も多 い ｡

｢ 見方 ･ 考え方｣ が 3 で ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ は 4 の子 どもが 2 人 ､ ｢ 見方 ･ 考え方｣ が 4 で ｢ 感心 ･

意欲 ･ 態度｣ が 5 の子 どもが 5 人 ､｢ 見方 ･ 考え方｣ が 5 だが｢ 知識 ･

理解｣ が 4 の子 どもが 1 人｡｢ 見方 ･

考え方｣ の 段階より ｢ 知識 ･ 理解｣ の段階が低 い 子 どもは 1 名だけである｡ こ の こ とから ｢ 科学

由な感性｣ と相関が若干高 い もの が ｢ 感心 ･ 意欲 ･ 態度｣ で あり､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣

と相関が若干高 い もの が ｢ 知識 ･

理解｣ で ある こ とが言えそうである｡

ウ パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トの 実施

｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ は従来の ペ ー

パ
ー

テ ス ト で は測定 しにく い 能

力で ある と言え る ｡ 昨年より ｢ 説明する｣ ｢ 予測する｣ ｢ 利用法を考える｣ 等 の パ フ ォ
ー

マ ン ス テ

ス トの 開発 により､ はぐくみ の 評価 に迫る こ とが で きた ｡ 今の と こ ろ パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トは ､

単元 で はぐくまれ た ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ をみ とる こ とを役割と し

て 位置 づけられ て い る｡

(7 7) 小 3 自然科学科 ｢ 日光 の性質と働き｣ ､ 単元終了後に実施した パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト

< パ フ ォ
ー マ ン ス テ ス ト> こ の単元 に お ける ル ー ブリ ッ ク

マ ル チや温室に日光の性質が どのくら い 利用さ

れ て い る の か調 べ る方法を考えまし ょ う ｡

以下 の よう な記述があ っ たとする ｡

マ ル チ は黒 い し､ ビ ニ ー ル だから日光を吸収

して 土 が温ま る ｡ 土 と マ ル チ の 下 の 土 を温度計

で測 っ て 違 い を比 べ る｡ 温室は全体が ビ ニ ー ル

だから日光を通すの で あたたかくなる ｡ 温度計

で 中と外で どの くら い 温度が違うか調 べ る ｡

(｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣)

性質と調 べ る方法 4 つ 記述

性質と調 べ る 方法 3 つ 記述

性質と調 べ る方法 2 つ 記述

性質と調 べ る方法 1 つ 記述

≡董 記述なし

こ の 記述を ル ー ブリ ッ ク に照らし て みると
､ 日光の性質に つ い て の 記述が 2 つ

､ 性質を使 っ

て調 べ る方法の 記述が 2 つ
｡ 計 4 つ の記述がある ｡ こ れにより見方 ･ 考え方は ｢ 5 ｣ と評価 で

きる ｡

(イ) 中 2 理科 ｢ 動物の世界｣ ､ 単元終了後に実施 した パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト

< パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト>

1 デ ン プ ン とブ ドウ糖の 粒の 大きさ に つ い て

言え る こ とは何か ｡

2 どの ような方法で 大きさ を比 べ る こ とが で

きるか｡

3 どの ような こ とが分か っ たか ｡

4 デ ン プ ン が消化 ･ 吸収される仕組み を図で

表し て み よう ｡

5 言葉 で説明しよう ｡

こ の 単元に お ける ル ー ブリ ッ ク

(｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣)

実験結果か ら粒 の 大きさ の 違 い

を見出す○

実験結果か ら考察するが 粒の 大

きさ に つ い て 不十分○

実験結果か ら考察す る ○

実験結果の 一

部か ら しか考察 で

きな い ○

実験結果から考察で きな い ○

設問 3 と設問5 に対 して 以下 の よう な記述があ っ たとする ｡
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3 どの ような こ とが分か っ たか ｡

ろ紙を通り終わる時間 ブ ドウ糖 -

49 秒8 1 デ ン プ ン
-

1 2 分以上

ブ ドウ糖はデ ン プ ン より速く落ちた の で デ ン プ ン よりブ ドウ糖の 方が粒が大き い ｡

5 言葉 で説明しよう ｡

口 へ 入 っ たデ ン プ ン は歯でくだかれ唾液と混ぜ合わさり､ 唾液の 中にある ア ミ ラ
ー ゼ と呼

ばれ る消化酵素により細かく分解され ､ 小腸 の 柔毛にある毛細血管に吸収される ｡

こ の 記述は､ デ ン プ ン とブ ドウ糖の粒の大きさ の違 い を見出して い る ｡ また ､ 粒が大き い も

の か ら小さ い もの へ と変化し て吸収されると捉える こ とが で きて い る ｡ こ の 結果から見方 ･ 考

え方は ｢ 5 ｣ と評価 できる｡

パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト の信頼性と安当性を高め て い くために
､ 開発した パ フ ォ

ー

マ ン ス テ ス

トを他校 の子 どもに実施し てもら い 比較検討する こ とも考えて い る ｡

工 カリキ ュ ラ ム評価を進めるために

こ こ ま で単元 ご と の ル ー

ブリ ッ クの作成 ､ パ フ ォ
ー

マ ン ス テ スト の実施等により､ ｢ 科学的な感性｣

｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ を単元 レ ベ ル で客観的に評価し て い くツ ー ル を開発し て きた｡

今年度は与れに加えて ､ カ リ キ ュ ラ ムを評価 で きる ツ ー ル の 開発を進め て い る ｡ ｢ 科学探究科｣ ･

｢ サイ エ ン ス コ
ー ス｣ の連携 カ リキ ュ ラ ム にお い て は ､ 中学校 3 年生 で の追求を ゴ ー ル の 姿と して

､

小学 3 年生か ら 7 年間の 各段階で の子 どもの追求の姿を措 い て い る ｡ (p .2 6 参照) こ の ル ー ブリ ッ

ク は長期的なもの であり､ かノキュ ラム 評価の ツ
ー ルとして役立 つ もの であると考えて い る｡

また ､ もう 一 つ の カ リキ ュ ラ ム 評価 の方法とし て ､ P I S A テ ス ト の 一

部問題を実施する ｡ P

I S A テ ス トは科学的リ テ ラ シ ー

に つ い て の世界 レ ベ ル で の 指標 で あり､ それを実施する こ と に

より､ 私たちが推進し てきた科学教育 の客観的な評価が得られると考える ｡

② 教育課程評価

ア 共通意識調査

こ れまで平成16 年 6 月 と平成16 年1 2 月の 2 回 ､ 調査を行 っ た｡ 今回で 3 回目 で あるが ､
こ れま

で の 結果と比較を行う ために､ 調査項目は変えずに実施した｡ 調査は ､ ･ 各設問 ご とに次の 5 段階

の 中から い ずれか の 選択とした｡

5 と てもあ る 4 まあまあある 3 どちら でもな い 2 あまりな い 1 ま っ たくな い

< ｢ 科学的な感性｣ >

1 身の 回り の 自然や自然現象 に つ い て､ 不思議だと思 っ たり､ 驚きを感じたりする｡

2 生活に使 われて い る道具や機械 の しく み に つ い て
､ そ の しく み を想像 したりくわ しく知りた

い と思う こ と がある ｡

3 ふ だん の生活や学習の 中で､ ｢ 不思議だな｣ ､ ｢ どうしてか な｣ ､ ｢ どうなっ て い る の か な｣ と感じる｡

4 自然物 か ら季節の 変化を感じる｡

5 ｢ 自然 っ て い い な｣ ､ ｢ 自然 っ てすばらし い な｣ と感じる｡

6 自分の 生活の 中に
､ 自然やもの の 性質が生か されて い ると感じる｡

7 季節を感じて
､ 生き物や植物を探す｡

8 身の 回り の 動植物をじ っ と見たり､ 触 っ たり つ か まえたり (採 っ たり) する｡

9 身の回りの自然物を集めたり
､

それらを使 っ て遊んだりする｡

1 0 自然の中には､ 自分の理解できな い こ とがと てもたくさんある0

11 環境問題に関心がある ｡

1 2 人の驚 い た こ と､ 不思議に思 っ た こ との話などに興味がある｡

1 3 授業などで
"

は っ
''

と気づ い たり､ おどろ い たりする｡

1 4 ｢不思議だな｣ ､｢ どうしてかな｣ ､｢ どうな っ てい るの かな｣ と思 っ たこ とを､ 自分で調べ てみようとする｡

1 5 驚 い た こ と
､ 不思議に思 っ た こ と などを進んで人に話そうとする｡

1 6 便利さ ばか りではなく､ 昔の 生活の よさも見直して い くこ とも大切だと思う｡
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< ｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ >

1 自分 の した こ とや思 っ た こ とを相手 に ｢ - だ か ら - ( だと思う)｣ と い うように 理 由づ けて

話す こ と ができる｡

2 何か をするとき に ｢ こうやる とできそうだ｣ ｢ こうすると こうなるだろう｣ と い う見通しを
たてて か ら取り か か る

3 こ れまで に学習した こ とと関連づ けて物事を考 える ｡

4 ｢ 前は こうだ っ た｣ と以前の経験と つ なげて考える ｡

5 学習した こ とを身の 回り の 日常生活 の 中で関連づ けて考える ｡

6 新し い 内容や考え方などを勉強した ら､ 自分の 生活の 中で実行してみ ようとする ｡

7 理由や根拠をもと に 予想 したり ､
つ く っ て試したりする ｡

8 うまくできな い 時に ｢ どう したらできる か｣ と考えて 工夫を加えながら何回も挑戦してや っ

てみ ようとする｡

9 わ か らな い こ とがあると
､ 自分が納得するま で調べ よ うとする ｡

1 0
1

つ の物 でも
､ 使 い 方を い ろ い ろ考えて遊ぶ ｡

1 1 物事 に 対して筋道を立てて考える｡

1 2 自分の こ れま での 考え方と違う考え方をする こ とが増えた｡

平成1 7 年度意識調査項目 ( H 1 6 年 2 月作成)

イ 意識調査 の分析 の視点 に つ い て の提案

本年度は ､ 本校園の 連携教育課程実施3 年目 で ある ｡ そ こ で
､

こ れまで の自校 の意識調査 の経

年比較や他校と の 比較をもとに
､

こ れまで で 他教科と の 関連が高 い 項目や他校より得点 の高 い 傾

向の 項目を選び出し ､ 今後上昇を期待 で きそうな項目と して 定め て おき､ 実際 の調査と の重なり

やずれか ら成果と課題を出して い こうと考えた ｡ こ こ で は､ 全体的な傾向と小学校 3 年生 を例に

と っ て 述 べ た い ｡

ウ 特に上昇を期待する項目に つ い て の仮説

(7 7) ｢科学的な感性｣ に つ い て

校園全体とし て は
､ 項目 3 の ｢ 生 活や学習 に不思議さや疑問を感じる｣ 項目 に最も着目し て

伸びをみ て い く こ と に する ｡ 学習対象と の 出会 い の 段階 で
､ 子 どもが面白さや不思議さを感じ､

も っ とかかわりた い と の 思 い を高めたり､ 既有の 知識や経験と のずれを感じ ､ 解き明か した い

と い う思 い を高めたりするよう に働きかける こ とは
､ 校園全体 で力を入れ て い る部分 で あり他

教科と の 関連も高 い
｡

項目 3 は ､ 過去 2 回の 調査で は小学校 5 年生 だけに伸びが見られた｡ こ の伸び の 理 由は
､ 本

校教育課程にお い て 4 年生の ｢ 自然科学科｣ で
､

空気や水､ 電気､
天体な ど

､
い ろ い ろ な分野

の 学習に出会う こ と で科学 - の 興味や関心が高まる こ と ､ また ､ 自分の 生活と の つ ながりを意

識しなが ら学習するよう にな っ た こ とが関係して い る の で はな い かと考える ｡

また ､ 小学校 3 年生 で は ､ 当校は他の小学校と比 べ ると項目 4 ｢ 季節の 変化の 感受｣ ､ 項目 7 ｢ 季

節の動植物を探す｣ の 得点が高 い ｡ 自然科学科の 学習 に お い て ､ 小川
･

土 手な どに 出かけて教

師が動植物 の 名前を教える などしなが ら､ 子 どもたちが 身近な自然に た っ ぷ りとかかわる中で
､

季節感や自然の不思議さやすば らしさ を感じ取れ る ように し て い る こ とがよ い 影響を及ぼ して

い ると考えられる ｡ こ の 項目は特に
､ 今ま で の取組 の成果が表れ て い ると考える の で

､ 今後も

上昇を期待する項目と して 注目し て い く｡ ま た
､ 関連す る項目とし て ｢ 自然の素晴ら しさを感

じる｣ 項目 5 に つ い て も上昇を期待する ｡

(イ) ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ に つ い て

校園全体と して は ､ 過去 2 回の 自校 の比較にお い て
､ 小学校 5 年生と中学校2 年生 で は項目

1 2 ｢ 違う考え方 - の 着目｣ がか なり上昇し て い る｡ 他の学年 に お い て も他校と比 べ る と高 い 得

点を示し て い る ｡ 幼児や低学年の 頃か ら､ 意図的に 以前の経験や日常生 活を学習と関連づけて

考える力をは ぐくむよう にして い る こ とや ､ 多様なも の の 見方 ･ 考え方を出し合 っ て 比較検討
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する 場を積み重ね た成果とし て ､ 自分と違う考えにも柔軟に目を向け､ そ の よさ を取り入れよ

うとする姿勢が はぐくまれ て きて い る こ とがうかがえる ｡ 今後も､ 項目1 2 に着目して い きた い ｡

小学校 3 年生 で は､ 当校は他の 小学校と比 べ る と､ 項目 1 ｢ 理由付けて 話す｣ ､ 項目 3 ｢ 関

連 づけて 考える｣ の 得点が高 い ｡ 自分の した こ とや思 っ た こ とを ､ 相手に｢ -

だから( だと思う)｣

と い うよう に理由付けて 話す こ とや ､
こ れまで に学習した こ とと関連づけて ､ 物事をよく考え

る こ とが で きるよう に な っ て きて い る こ とがうか がえる ｡ こ れ は､ 小学校低学年の 時に､ ｢ 自

然科学科｣ で
一

人
一

人が ｢ 身の 回りの動植物 の成長や変化｣ や ｢ 身の 回りの 自然｣ へ の 考察を

深め て きた こ とや ､ 他教科 に お い ても学習過程 の中で ､ 考えに根拠を求めたり､ 事象と事象と

を関係 づけて 考えさせたりする こ とに力を入れ てきた結果で あると考える ｡ 3 年生以上 にお い

て ､ 項目 1 項目 3 は他教科と の 関連もさら に深まる の で
､

どちらに つ い て も今後も上昇を期待

する ｡

エ 第3 国共通意識調査の 結果と考察

(7 7) ｢ 科学的な感性｣ に つ い て

校園全体 で 上昇 を期待 した項 目 3

｢ 生活や学習 の 中で不思議さや疑問を

感じ る｣ で は ､ 中学校 2 年生 で 少 し

上昇 した 以外 は
､ 前回 と ほぼ同 じよ

う な結果 で あ っ た ｡ こ の 結果 の 理由

は 二 つ 考えられ る ｡ 停滞 の 理 由の 一

つ め は調査慣れ に よ るもの で は な い

｢科学的な感性｣ 項目 3 の得点の 推移

魅1 回目 田2 回 目 雷3 回目

4

2

4

8
′

h
)

4

2
r
r
)

4

4

3
つ
J

3

3

u 3:
:
;
:: ブ>T :: i: :

:∋;毒. :; 塗;
;

;弓≦≦i
:
;
:'{ :i:

;
:
;

:t
;
:
:
S:
:
:
:
重

:
:
:
:

;墾塾
3
:
:
:
:
:
:
:
ニ
:
:.:i.:.:

;毒 毒
;

:i

.
:

.
:

.
:

,.
i;:;:)≡寺;:;:;

i.i::雪主査≡

亘;亘章垂≒

& ::i::S:.:.:

香;≡; 巷 重
;寺罰 ≡量≒≡

:: ;: ;: モこ: ::i ;

I :: :: : ～

嚢妻:i;;

:
:
:
:. :. :. :i: ::≒::

:
:
:
:
:
:モモ

:
:
:
:
:
:
:

: :: :: :): :;:;:;+ ;:

I:'...-
/

.'
:
:

:: :: :a; ;: :: : ::)

_
:: ::

:
:
:
:-{

:
:
:
:
:
:
:
:
;
i :

:
:
:

:
:
:
:
: ～

:
:
:
:
:
:
:
～:

:
:
:
:

:.:.: 改
:
:
:
::≡票;

I :.;.: i :: :: : :;)I :: :
:

I :
:
:
±<.:.:.:,メ:

:
:

幼稚園 5 歳児 小学校3 年生 小学校 6 年生 中学校2 年生

かと い う こ と ｡ 停滞の 理由の 二 つ めとし て考えられる の は
､ 今出て い る得点が

､ 私たちが作 っ

た教育課程 で 目指せ る上限 に近づ い てきた の で はな い かと い う こ と で ある ｡

他校と比較する と
､

こ れま で の調査を通し て 見て も､ 項目 3 は長岡校園 に お い て 最も高 い 得

点で ある こ とが多か っ た こ とか ら
､ ｢ 生活や学習 の中で ､ 不思議さ や疑問を感じる｣ 力は付 い

て きて い ると言える｡ 科学系以外の教科 にお い て ､ 不思議に思わせ たり､ ｢ 感性｣ を揺さ ぶ る

働きかけをしたり､ 問 い の焦点化や協働な どの 学習課程 を 工夫したりする な ど
､ す べ て の教科

に お い て感性を養おうとし て い る成果であると考える ｡

小学校 3 年生 で期待値をかけた ､ 項目 4 ｢ 季節の 変化の 感受｣ ､ 項目 5 ｢ 自然の よさを感 じる｣

項目 7 ｢ 季節の動植物を探す｣ で は
､ 上昇が見られ なか っ た ｡ こ の 理由とし て は

､ 調査慣れ の

他に ､ すで に本校園の教育課程 で 出せる上限に 近 い 得点が出て い る の で はな い か と い う こ とが

考えられる｡ そし て
､ 他校と比 べ ると

､
こ れら の 項目 に お い て他校より高 い 得点が多く出て い

る こ とは
､ 本校園の教育課程 の特徴 で はな い かと考える ｡

期待した項目以外で ､ どの学年に お い て も上昇が見られ た の は､ 項目 2 の ｢ 道具や機械 の し

くみ へ の興味関心｣ で あ っ た ｡ 小学校o) ｢ 自然科学科｣ や ｢ 科学探究科｣ の指導内容 に お い て は
､

項目 2 に関する内容を多く取り上げ､ 現行の 教育課程 に 日常生活に結び つ ける内容を付加して

指導を行 っ て きて い る ｡ こ の ような形

で ､ 校園全体 で 生活の 中で 普段何気

なく使 っ て い る 道具や機械 に 素晴ら

し い 仕組 みが ある こ と へ の 気 づ きを

はぐくん で きた成果で あると考える｡

他校と の 比較 で 本校が 特に 高 い 項

目 をみ る と ､ 5 歳児 で は項 目 2 ｢ し
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くみ へ の 注目｣ ､ 小学校 3 年生 で は項目1 3 ｢ 授業で の 気付き､ 驚き｣ ､ 小学校 6 年生 にお い て は

項目 6 ｢ 生 活と自然と の 結び つ きの 気付き｣ ､ 中学校 2 年生 に お い て は項目1 0 ｢ 自然に は理解

で きな い こ とが たくさ ん ある｣ が他校よりかなり高 い 結果が 出て い る｡ こ の ような こ とから本

校の 取組 の成果が着実に表れ て きて い ると言える ｡

(･() ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考 え方｣ に つ い て

校園全体 で注目 した項目1 2 ｢ 違う考

え方 へ の 着 目｣ で は､ 小学校 3 年生

と中学校 2 年生 で 少し上 昇が 見ら れ

た ｡ 3 回の 得点 の 推移をみ て も､ 5

歳児以外 で は どの 学年も回を追う ご

と に 伸 び て い る｡ 5 歳児 で 伸び が見

られ な い の は ､ 項目1 2 は幼稚園に と っ

｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ 項目1 2 の 得点の 推移

臣1 回目 EB 2 回 目 田 3 回目
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幼稚園 5 歳児 小学校 3 年生 小学校 6 年生 中学校 2 年生

て は発達段階に合 っ て い な い ため で はな い かと考えて い る｡

小学校 3 年生 で注目 した項目 1 ｢ 理由付けて 話す｣ ､ 項目 3 ｢ 関連づ けて 考える｣ で は
､

上

昇が見られた ｡ やはり､ 2 年生 の 時に ｢ 自然科学科｣ で ｢ 身の 回りの動植物 の成長や変化｣ や

｢ 身の 回りの 自然｣ へ の 考察を深め て い たから で は な い かと考える ｡ 他の学年 に つ い て も項目

1
､ 項目 3 に つ い て 上昇が多く見られた こ とか ら､ 校園全体とし ても ｢ 相手に理 由付けて 話す

力｣ や ｢ 学習した こ とと関連 づけて ､ 物事 をよく考える力｣ が伸び てきて い ると言える ｡

｢ 科学的なも の の 見方 ･ 考え方｣ の

全項 目 にお ける 平均値 の 推移 をみ る

と
､

どの学年にお い て も 2 回目より 3

回目に伸びが見られた｡ こ れは ､ 小学

校 で は ｢ 拡張､ 絞り込み ､ 統合｣ ､ 中

学校 で は ｢ 視点 の 転換｣ へ の 着目 と

い う学習過程 の 工 夫によ る効果 で は

｢科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の 平均値の 推移

閤1 回目 且2 巨1 日 畠 3 回目
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幼稚園5 歳児 小学校 3 年生 小学校6 年生 中学校 2 年生

な い か と考え る ｡ そう い っ た数 々 の取組の 成果が
､ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ にお い て は

､

は っ きり得点とし て表れ て い ると言える ｡ なお
､

グ ラ フ は同じ子 どもたちを 3 回調査 した グ ラ

フ で ある ｡

オ 基礎学力の 評価

(7 7) 標準学力テ ス トに よる分析

科学教育に重点を置 い た教育課程

を編成する こ と によ り､ 児童 ･ 生 徒

の 学 力が どう い う傾 向 を示すか を､

N R T や C R T に よ っ て 分析した｡

右 は中学校 にお い て 平成17 年 4 月

に 実施した 1 年生 の 理科 の N R T の 結

果 を表した グ ラ フ で ある ｡ N R T の 結

果 は高 い 数値 を示し て い る ｡ 教科部

中学校1 年理 科N R T 結果
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標準得点の 段階

による分析の 結果､ 理科では
､

どの学年でも ､ 全国平均からみても高 い 通過率を示し ､ 特に物

理分野 の 通過率が高 い
｡ 数学 で は

､ 計算力 ､ 論理的思考力が どの 領域 でも優れ て い る｡ しかし ､

数量関係 で やや落ち込みが見られた｡ こ の ような分析結果を今年度の カ リ キ ュ ラ ム編成 に 生 か

し てきて い る ｡
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また
､ 平成16 年度末に行 っ た C R T の結果､ 得点率は各教科とも全国平均と比較し て ､ 高 い

数値を示 して い る こ とが わか っ た ｡ 本校園独自 の科学教育を推進した結果 ､ 理科や算数な どの

科学系教科 で の伸びが見られる の はもち ろ ん,

成で きて い ると言える ｡

(イ) 標準学力テ ス トと共通意識調査結果の 関連

右 は小学校 6 年生 の デ
ー

タ で
､ 縦軸 に算

数と理科の C R T 得点を､ 横軸に意識調査 の

｢ 科学的な感性｣ 得点､ ｢ 科学的なもの の見方 ･

考え方｣ 得点をとり､ そ の ちら ばりを表 し

たもの で ある ｡ こ の 様子から も分か るよう

に ､ かなりの子 どもが右上 の ゾ
ー

ン
､

つ まり､

標準学力 テ ス トと意識調査 の 双方 で 高 い 数

値を示 して い る ｡

こ れ ら の こ とから
､ ｢ 科学的な感性､ 科学

的なもの の 見方 ･ 考え方｣ は学力と相関関係

にあり､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見

方 ･ 考え方｣ の はぐくみを目指す こ とにより､

基礎学力 の 向上 にも つ なが ると 言える ｡ 今

後も こ の よう な仮説 をもちなが ら
､ 検証を

行 い ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なも の の 見方 ･

考え方｣ をは ぐくむ教育課程 の 有効性 に つ

い て 明らかに して い きた い ｡

他教科 に お い ても学習指導要領 の 内容が十分達

6 年生 ( 感性)
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感性平均

.
6 年生 ( 見方 ･ 考 え 方)
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見方 ･ 考え方平均

(参 研究組織評価

幼 ･ 小 ･ 中の連携が軌道に乗り､ 各校園の 指導案検討や授業公開に幼 ･ 小 ･ 中の 連携グ ル ー プや

科学教科以外の教員が参加す る な ど実質的な連携 を深め て きて い る ｡ 昨年度の 取組である月 1 回程

度の グ ル ー プ研修 ､ 組織 の 見直し､ 定期的な幼 ･ 小 ･ 中合同研修による成果を継続し つ つ ｣ 今年度は､

連携研究を進める上 で の研究組織 の在り方 に つ し? て
､ 内部評価と外部評価の 両面か ら評価し , 意識

調査ヤ ア ン ケ
-

ト等の デ
ー タから導き出される結果を分析 し､ 連携研究を進める上 で の よりよ い 研

究の 運営､ 研究組織 の在り方を探 っ て い る ｡

内部評価とし て 7 月末に実施 した教員意識調査 の分析から以下 の ような成果と課題が見え てきて

い る ｡

< 成果 >

O ｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ に つ い て の み とりは
､ 教員の 意識が向上 して い る ｡ ｢ 感
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性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ が科学系教科以外で も明らか にな っ た こ とから科学系教科

担当と科学系教科以外の 教員の 意識 に差はなく ､ 全教科で みとりが豊か に な っ てきて い る ｡ ま た
､

各校園とも評価基準の 設定や パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト の 開発 ､ 実施 に より意識的なみとりを行 っ て

きた成果で あると考える ｡

○ 幼 ･ 小 ･ 中の つ ながりを意識し て教科 の指導目標 ､ 指導内容 ､ 指導方法を構想するよう にな っ

てきて い る ｡ 特に科学系教科だけで なく ､ 科学系教科以外の担当者も1 2 年間の つ ながりを強く意

識し て指導 して い る こ とは着目す べ き点である ｡

○ 教材や指導法の 開発､ 改善 に つ い て ､ 全体の 9 割を超え る教員が前向き に開発や改善を試みる

ように な っ て きて おり､ 意識 の 向上が見られる ｡ 幼稚園で は ､ 研究保育を通しなが ら
､ ｢ 科学的

な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ る環境 の構成と援助の あり方等を具体的に考え､

改善を行 っ て きて い る ｡

小学校 で も､ ｢ 感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ る指導法を工夫し､ 子どもの 生

活と関わりの ある事象を教材化したり､ 科学的な概念と生活とを つ なぐモ デ ル の 開発､ 数量 ･ 図

形の概念 の 関連 づけや論理的推論等を意識したりと い っ た改善が見られ て い る ｡

中学校 で も､ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ るために粒子概念を形

成するため の検証実験やイ メ ー

ジモ デ ル の 導入等の 教材開発お よび先行オ ー ガナイザ ー による授

業展開な ど指導法の改善を進め て い る ｡

○ 授業実践等を通 して の 教員の 自信や満足感 に つ い て は､ ｢ と ても向上 し て い る｣ ｢ 向上 して い る｣

とした教員が増加 した ｡ 特 に科学系教科担当者を中心に満足感や達成感がみられる ｡

< 課題 >

○ 教材や指導法 の 開発､ 改善に つ い て ､ 今後 カ リ キ ュ ラ ム改善と の 関連を意識 し､ 年間を通して

す べ て の 単元に通じるような教材開発や指導法の 改善が求められ て い る｡

○ 大学と の連携に つ い て は
､ 昨年と同様で 組織や教科により差があるようで ある ｡ 大学と の 連携

の 在り方とそ の こ と に よる効果 に つ い て
､ 今後明らか にし て い く必要がある ｡

○ 教員の 授業改善に 向け て の研修意欲は
､

全体的な向上が見られるが ､
カ リキ ュ ラ ム改善に つ い

て は停滞し て い る ｡ また ､ 全体的 に科学系と科学系以外の 教科 の研修意欲 の差は縮まり つ つ ある

が ､ それぞ れが前向き に役割を果たす姿勢が課題と し てあげられる｡
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第 1 年次に
､

3 つ の 連携の グル ー

プが作成した ｢ 活動 ･ 単元関連表｣ を ｢ 内容関連表｣ とあらため ､ より

学習内容 の系統性が示せ るように した ｡ そ の ｢ 内容関連表｣ に基づき､ 連携グ ル ー

プ毎に12 年間を見通した

年間指導計画を作成し ､ 実践し て きた ｡ さらに ､ 連携 カ リキ ュ ラ ム の 有効性を実証するために ､｢ 科学的な感性｣

｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の段階的なみとりを連携 グ ル ー

プ ご とに検討し てきた｡

ま た
､ 評価 で は

､ 評価 の在り方 に つ い て ､ 評価部だけで なく全職員が研修す る機会を設け､ 研究 の 方向性

を示す こ とが できた｡ それにより ､ 各教科等にお い て パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを含むオ
ー セ ン テ ィ ッ ク

･

ア セ

ス メ ン トや ポ ー ト フ ォ リオな どの評価方法を開発する こ とが できた｡

そ の結果 ､ ｢ 生活と の 関わりをより強め て い くこ と｣ や ｢ 概念の 段階性 ･ 系統性を重視する こ と｣ 等､
こ

れから の 科学系教科等 に お い て こ れま で 以上 に大切 に して い か かナれ ばならな い こ とを見出し ､ 具体的な目

標 ･ 内容 ･ 指導計画等 で提言する こ とが できた｡ しか し､ 次の 2 点が課題として 残され て い る｡

1 点目は
､ 開発した教育課程に つ い て

､
1 年間の授業実践 を通して 明らか にし て い くこ と である｡

新設教科等 の 目標 ･ 内容 ･ 指導計画等は
､ 授業 に お け る子 どもの 姿を通 し て 明らか に したもの で あるが ､

絶えず見直しを図 っ て きたため に
､ 開発した教育課程で 1 年間継続した実践は行われ て い な い ｡ 限られた単

元で ､ 研究の 成果と課題を見出し てきた の が ､
こ れま で の取組 で あ っ た ｡ こ れまで の 取組により整 っ た教育

課程で ､ 1 年間授業実践を行 い
､ そ の成果を実証的に 明らか に して い く必要がある ｡

2 点目は ､ 科学系以外 の教科等に ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を取り入れた指導の 有効性をさら に 明

らか にして い くこ と である｡

こ れまで の 3 年間の 研究開発は
､ 科学系教科等に重点を置 い た研究開発 であ っ た ため

､ 科学系以外の教科

等と の 関連を明確 にした カ リキ ュ ラ ム 開発が十分になされ て きたとは言えな い ｡ 具体的 に は
､ 内容的な関連

に つ い て は ､ 小学校 の 国語科､ 社会科､ 家庭科な どの 一 部の教科を対象にして 行 っ て きたが
､ 関連を図 っ た

こ と の 妥当性 ･ 有効性の 検討は積み残し てきて い る｡ また
､ 資質 ･ 能力申で の 関連は､ ｢ 科学的なもの の 見

方 ･ 考え方｣ を ｢ 分析的 ･ 総合的思考力｣ と広くとらえる こ と で
､

全教科等で そ の はぐくみ をねら っ てきた

が ､ 各教科等で それぞれ の 立場で取り組 ん で い る段階で ある ｡ こ れま で の 取組で見えて きた､ 科学系以外 の

教科等 に ｢科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を取り入れた指導の 有効性を整理して い くこ と で
､

こ れま で 開発

した科学系教科等 の カ リ キ ュ ラ ム の見直しや科学系以外 の教科等の カリキ ュ ラ ム 作成を行 い
､ 具体的な教育

課程と して まとめ て い くこ とが必要 である｡
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